
[庄内クラフトフェアIN松ヶ岡]
　全国から物づくり作家が集まり、作品を展示・
販売するこの催し。来場者は満開の桜を楽しみ
ながら、個性豊かな作品を買い求めました。
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ク
ラ
ゲ
ド
リ
ー
ム
館
が 

い
よ
い
よ
開
館

 

「
ク
ラ
ゲ
水
族
館
」
と
し
て
国
内
外
か
ら
注

目
を
集
め
て
い
る
鶴
岡
市
立
加
茂
水
族
館
。

平
成
二
十
四
年
十
月
か
ら
改
築
工
事
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
県
内
市
町
村
で
初
の
試
み
で

あ
る
住
民
参
加
型
市
場
公
募
債
「
ク
ラ
ゲ
ド

リ
ー
ム
債
」
を
発
行
し
、
調
達
し
た
資
金
を

改
築
費
用
の
一
部
に
充
て
る
な
ど
多
く
の
方

か
ら
ご
支
援
を
頂
き
、
六
月
一
日
○日
に
い
よ

い
よ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

新
水
族
館
の
愛
称
は
公
募
に
よ
っ
て
「
ク

ラ
ゲ
ド
リ
ー
ム
館
」
に
決
定
。「
庄
内
・
鶴
岡

の
歴
史
や
文
化
に
抱
か
れ
た
恵
み
豊
か
な
海

を
中
心
と
す
る
水
生
生
物
を
通
し
て
、
人
と

自
然
の
か
か
わ
り
あ
い
を
追
求
し
、〝
世
界
に

開
か
れ
た
生
命（
い
の
ち
）の
ふ
る
さ
と
〞
と

な
る
水
族
館
を
創
造
す
る
」
こ
と
を
基
本
理

念
に
、「
生
涯
学
習
・
調
査
研
究
の
拠
点
と

た
く
さ
ん
の
夢
と
希
望
を

﹇
特
集
﹈

ク
ラ
ゲ
ド
リ
ー
ム
館

鶴
岡
市
立
加
茂
水
族
館

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
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﹇
問
合
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﹈
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所
観
光
物
産
課
☎
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６
４
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し
て
子
供
た
ち
を
は
じ
め
人
々
の
心
を
育
む

水
族
館
」、「
交
流
の
拠
点
と
し
て
地
域
か
ら

世
界
に
発
信
す
る
水
族
館
」を
目
指
し
ま
す
。

魅
力
あ
ふ
れ
る 

ク
ラ
ゲ
ド
リ
ー
ム
館

　

新
水
族
館
は
旧
水
族
館
の
駐
車
場
敷
地
に

建
設
さ
れ
ま
し
た
。
建
物
の
外
観
は
「
加
茂

の
海
に
浮
か
び
回
遊
す
る
ク
ラ
ゲ
」
を
イ

メ
ー
ジ
。
遠
く
か
ら
で
も
目
立
ち
、そ
し
て
、

周
辺
の
自
然
環
境
と
の
調
和
に
配
慮
し
た
デ

ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

旧
水
族
館
と
比
較
す
る
と
、
新
水
族
館
の

広
さ
は
約
二
・
二
倍
。
展
示
ル
ー
ト
の
長
さ

も
約
一
・
六
倍
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

水
生
生
物
の
展
示
を
楽
し
め
ま
す
。そ
し
て
、

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
技
術
・
経
験
を
生
か

し
、
様
々
な
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
館
内

各
エ
リ
ア
。特
別
な
空
間
を
体
感
で
き
ま
す
。

■
淡
水
魚
・
海
水
魚
ゾ
ー
ン

　

２
階
入
り
口
か
ら
入
り
、
魚
の
展
示
で
始

ま
る
展
示
ル
ー
ト
。
淡
水
魚
展
示
で
は
、
イ

ワ
ナ
や
ヤ
マ
メ
な
ど
赤
川
の
魚
を
紹
介
し
ま

す
。ま
た
海
水
魚
展
示
で
は
、「
タ
ラ
場
の
魚
」

を
テ
ー
マ
に
、
庄
内
の
海
の
魚
を
は
じ
め
イ

カ
・
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
な
ど
の
無
脊
椎
動
物

も
紹
介
。
そ
れ
ぞ
れ
地
元
に
こ
だ
わ
っ
た
展

示
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー

　

海
の
生
き
物
に
直
接
触
れ
ら
れ
る
タ
ッ
チ

ン
グ
プ
ー
ル
や
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
展
示
な
ど
が

あ
り
、
子
供
を
中
心
に
楽
し
め
ま
す
。

■
ク
ラ
ゲ
ゾ
ー
ン

　

ク
ラ
ゲ
の
展
示
種
類
数
で
ギ
ネ
ス
世
界
記
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　昨年10月１日～ 11月15日に新加茂水族館の
シンボルマークを募集したところ、全国から170
件の応募があり、選考の結果、冨樫実氏（市内在
住）の作品に決定しました。
　採用されたこの作品は、加茂水族館が国内の動
物園・水族館の最高の栄誉である「古賀賞」を受賞

クラゲドリーム館
シンボルマークが決定しました

するきっかけとなった「オ
キクラゲ」と、「クラゲド
リーム館」の「ドリーム」（夢）を連想させる人
魚を合体させた図案。新水族館の個性と、「世界
一のクラゲ水族館」になることへの願いを表現し
たものです。

淡水魚・
海水魚
ゾーン

庄
内
の
海
・
川
に
す
む
い
ろ
い

ろ
な
水
生
生
物
を
展
示

クラゲ
ゾーン

３つの世界一 
１ 直径５ｍのクラゲ大水槽の大
　 きさが世界一
２ クラゲの展示種類数が世界一
３ クラゲの飼育数が世界一

どころみ ！

16年間培ったクラゲ展示の技術の
粋がここに集結ぼくはキッズコーナー

にいるよ

出入口

キッズ
コーナー

淡水魚展示

海水魚展示

クラゲ
シアター

クラゲ展示

ぼく
にい

レクチャー
ルーム

売店

レストラン
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録
に
認
定
さ
れ
た
加
茂
水
族
館
。
新
水
族
館

で
は
常
時
五
十
種
類
以
上
の
ク
ラ
ゲ
を
展
示

し
、
ま
さ
に
「
ク
ラ
ゲ
ド
リ
ー
ム
館
」
と
い

え
る
、
充
実
し
た
展
示
を
企
画
し
ま
す
。

　

ク
ラ
ゲ
の
美
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
癒
や
し

の
空
間
が
続
く
こ
の
エ
リ
ア
。
な
ん
と
い
っ

て
も
最
大
の
見
所
は
直
径
五
ｍ
あ
る
ク
ラ
ゲ

大
水
槽
で
す
。
ク
ラ
ゲ
の
展
示
水
槽
と
し
て

は
世
界
最
大
級
の
大
き
さ
を
誇
り
ま
す
。
水

槽
の
前
に
は
広
い
観
覧
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、

無
数
の
ミ
ズ
ク
ラ
ゲ
が
泳
ぐ
幻
想
的
な
姿
を

ゆ
っ
た
り
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
エ
リ
ア
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
ク

ラ
ゲ
の
生
態
に
つ
い
て
の
解
説
が
行
わ
れ
る

の
で
、
ク
ラ
ゲ
が
実
際
に
餌
を
食
べ
る
様
子

を
見
な
が
ら
楽
し
く
学
べ
ま
す
。
ま
た
、
旧

水
族
館
の
「
ク
ラ
ゲ
研
究
所
」
で
開
催
し
て

い
た
、
ク
ラ
ゲ
の
繁
殖
の
様
子
を
観
察
で
き

る「
ク
ラ
ゲ
学
習
会
」を「
レ
ク
チ
ャ
ー
ル
ー

ム
」
で
引
き
続
き
開
催
。
小
学
生
以
上
の
団

体
を
対
象
に
予
約
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
海
獣
ゾ
ー
ン

　

ク
ラ
ゲ
ゾ
ー
ン
の
終
点
か
ら
つ
な
が
る
屋

外
に
あ
る
こ
の
エ
リ
ア
。
吹
き
抜
け
の
大
空

間
が
心
地
よ
い
シ
ョ
ー
プ
ー
ル
で
は
、
広
々

と
し
た
観
覧
ス
ペ
ー
ス
か
ら
迫
力
あ
る
ア
シ

カ
シ
ョ
ー
を
楽
し
め
ま
す
。
本
来
の
生
育
環

境
で
あ
る
岩
礁
地
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
造
ら
れ

た
ア
ザ
ラ
シ
・
ア
シ
カ
プ
ー
ル
も
あ
り
、
海

獣
の
生
態
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
屋
上

　

芝
生
が
敷
き
詰
め
ら
れ
、
緑
化
し
た
屋
上

か
ら
は
、
日
本
海
や
庄
内
砂
丘
、
鳥
海
山
、

粟
島
な
ど
の
眺
望
を
楽
し
め
ま
す
。

■秋田×山形 ３園館連携
　日本海に面した地域にあり、野生動物を飼
育・展示している動物園と水族館が交流し、
連携することで、地域のにぎわいづくり・活
性化につながることを目的としています。
■スタンプラリー
　３園館を巡り、設置されているスタンプを
集めると、抽せんで各施設のグッズがもらえ
るスタンプラリーを実施する予定です。

地元に元気を！
秋田市大森山動物園×男鹿水族館×加茂水族館

連携して取り組んでいます
　開始時期など詳しくは、「３園館連携スペ
シャルサイト」http://www.gao-aqua.jp/
special/ でご確認ください。
■各施設について
○秋田市大森山動物園（秋田県秋田市浜田字
潟端154）☎018‐828‐5508
○男鹿水族館（秋田県男鹿市戸賀塩浜）☎
0185‐32‐2221　

KA
M
O
 A
Q
U
AR
IU
M
 R
en
ew
al
 O
pe
n

アザラシ
プール

アシカ
プール

ショー
プール

海 獣
ゾーン

中庭にあるショープールでは、愛きょう
のあるアシカが大活躍

［ 施設概要 ］
　建築面積／2,596㎡
　延べ床面積／4,003㎡
　構 造／鉄筋コンクリート造
　　　　　　　（一部鉄骨造）
　高 さ／最高約15.5ｍ
　階 数／地上３階

1F
午　前

ショータイム
スケジュール

 9：30　クラゲの給餌解説
10：00　アシカショー
10：15　あざらしタッチ
11：00　クラゲの給餌解説
11：30　アシカショー
11：45　あざらしタッチ
12：00　ウミネコの餌付け

13：30　アシカショー
13：45　あざらしタッチ
14：00　クラゲの給餌解説
14：30　ウミネコの餌付け
15：30　アシカショー
15：45　あざらしタッチ
16：30　クラゲの給餌解説

午　後

会いに来てね！
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た
く
さ
ん
の
夢
と
希
望
を

　

恵
み
豊
か
な
日
本
海
に
面
す
る
鶴
岡
市
。

そ
の
地
域
特
性
と
よ
り
充
実
し
た
研
究
設
備

を
生
か
し
、
新
水
族
館
で
は
、
ク
ラ
ゲ
学
習

会
を
開
催
す
る
な
ど
、
自
然
環
境
や
生
命
の

尊
さ
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
創
出
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
魅
力
あ
る
展
示
を
展
開
し
、

多
く
の
人
の
交
流
の
場
と
な
る
よ
う
、全
国
・

世
界
に
向
け
て「
世
界
一
の
ク
ラ
ゲ
水
族
館
」

を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　

い
つ
来
て
も
新
し
い
発
見
が
あ
る
。
そ
し

て
、
た
く
さ
ん
の
夢
と
希
望
を
与
え
る
こ
と

が
で
き
る
水
族
館
を
目
指
し
、
今
後
も
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

ご協力をお願いします
　リニューアルオープン後は大変混み合うこと
が予想されます。お越しの際は、なるべく公共
の交通機関や「鶴岡観光ぐるっとバス」をご利
用ください。
　なお、自家用車でお越しになる場合は、加茂
水族館駐車場の混雑状況によって、第２駐車場
（旧加茂中跡地）・特設駐車場（龍澤山善寳寺）
へ誘導しますので、ご協力をお願いします（第
２駐車場・特設駐車場からシャトルバスを運行
します）。

［ 利用案内 ］
■所 在 地　市内今泉字大久保657‐１
■問 合 せ　加茂水族館☎33‐3036
■開館時間　午前９時～午後５時
　　　　　　（夏期は閉館時間の延長あり）
■休 館 日　年中無休（施設メンテナンス等で臨時に休
　　　　　　館する場合あり）
■入 館 料　大人1,000円（800円）、小・中学生500円
　　　　　　（400円）、未就学児無料
　　　　　　　※（　）内は20人以上の団体料金。
■ホームページ　http://kamo-kurage.jp/

P

P

文

文

鶴岡五中

至鶴岡市街大山小旧加茂中

至酒田市

至温海地域

加茂水族館

龍澤山
善寳寺

112112112
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　2008年のノーベル賞の発表から10日くらい
たった頃、ニュ―スでふに落ちないことを聞きま
した。光るはずのオワンクラゲが加茂水族館では
光らないというのです。すぐ水族館に電話しまし
たら、運良く館長の村上さんにつながり、その実
情を伺うことができました。それが始まりで、以
後、村上館長と親しくさせてもらっております。
　2010年４月には世界一のクラゲ水族館、加茂
水族館を訪問し、名前に違わない立派な水族館を
一日館長として見学させていただきました。一時
はほとんどつぶれかかっていた水族館を村上館長
のもと、全館員の努力で立派な水族館にされたと
いうストーリーには特に感動いたしました。更に
充実した新水族館の開館式には是非出席したかっ
たのですが、私の米国査証の不具合で出席できま
せん。査証がとれて次回帰国するときには、真っ
先に新加茂水族館を訪問するつもりです。
　新水族館の完成、おめでとうございます。

新加茂水族館の開館を祝う
下村 脩 博士

（2008年ノーベル化学賞受賞）

　職員が目の回るような忙しさの中で過ごす。そ
のような日々が新水族館開館の直前まで続きまし
た。やはり、水族館を一つ誕生させるということ
は、50年に一度の大仕事でした。
　新水族館が今誕生するということは、旧水族館
と48年も苦楽を共にした私にとっては、天の采
配のような気がします。加茂水族館の歴史には、
存続が危ぶまれるなど多くの変遷がありました。
全ての出来事が「クラゲ水族館」につながっている
ようで、それらが早く起きても遅く起きてもクラ
ゲ水族館という成功はなかったように思います。
　新水族館は他の水族館と比べても規模が大きい
訳でも、他の水族館の良いところをまねた訳でも
ありません。「世界に唯一のクラゲ水族館」を誕
生させたことに、新水族館の見所があります。大
いなる挑戦をさせてくれた関係者や市民の皆さん
には、大変感謝しております。皆さんが誇りに思
えるような水族館を目指していきますので、引き
続きご支援をよろしくお願いします。

鶴岡の誇りになる水族館に
鶴岡市立加茂水族館
村上 龍男 館長

お待ちしています
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未
来
の
科
学
者
を
鶴
岡
か
ら

　

未
来
の
科
学
者
を
鶴
岡
で
育
成

し
よ
う
と
、
先
端
研
で
は
高
校
生

を
中
心
と
す
る
若
者
を
対
象
と
し

た
教
育
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
高
校
生
研
究
助
手
・
特
別
研
究
生

　

市
内
の
高
校
生
を
研
究
助
手
や

特
別
研
究
生
と
し
て
受
け
入
れ
る

取
り
組
み
で
す
。
研
究
助
手
は
平

成
二
十
一
年
に
始
ま
り
、
こ
れ
ま

で
の
間
、
四
十
二
人
が
放
課
後
に

先
端
研
で
研
究
活
動
に
従
事
し
ま

し
た
。
今
年
は
六
人
が
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

将
来
、
博
士
号
を
取
っ
て
ノ
ー

ベ
ル
賞
級
の
研
究
者
に
な
る
と
い

う
夢
を
も
つ
生
徒
を
支
援
す
る
特

別
研
究
生
は
、
平
成
二
十
三
年
に

始
ま
り
、
同
様
に
三
十
六
人
を
受

け
入
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
の
研
究

成
果
を
さ
ら
に
極
め
よ
う
と
、
慶

應
義
塾
大
学
な
ど
へ
進
学
し
た
人

も
い
ま
す
。
今
年
は
十
五
人
が
参

加
し
、
自
分
で
設
定
し
た
研
究

テ
ー
マ
に
つ
い
て
先
端
研
の
機
材

や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
を
活
用
し
研

究
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
高
校
生
バ
イ
オ
サ
ミ
ッ
ト
in
鶴
岡

　

全
国
か
ら
本
市
に
高
校
生
が
集

ま
り
、
生
命
科
学
に
関
す
る
研
究

成
果
を
発
表
し
、
先
端
研
の
研
究

者
等
と
交
流
す
る
取
り
組
み
で

す
。
今
年
で
四
回
目
の
開
催
と
な

㈱
」
が
先
端
研
か
ら
誕
生
し
ま
し

た
。

　

こ
の
他
に
も
今
ま
で
百
社
を
超

え
る
企
業
と
共
同
研
究
開
発
を
進

め
る
な
ど
、
先
端
研
を
中
心
に
活

発
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
Ｈ
Ｍ
Ｔ
㈱

　

メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
解
析
技
術
を
駆

使
し
世
界
最
先
端
の
研
究
開
発
を

支
援
す
る
会
社
で
、
製
薬
・
医
療
・

食
品
・
化
学
な
ど
様
々
な
産
業
で

活
用
で
き
る
解
析
を
受
託
し
て
い

ま
す
。
平
成
十
五
年
に
創
業
し
ま

し
た
が
、
事
業
拡
大
が
着
々
と
進

み
昨
年
十
二
月
に
東
証
マ
ザ
ー
ズ

に
株
式
上
場
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、

大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
と
し
て

は
東
北
初
の
快
挙
で
、
市
内
で
唯

一
の
上
場
企
業
に
な
り
ま
し
た
。

■
ス
パ
イ
バ
ー
㈱

　

先
端
研
で
学
ん
だ
学
生
が
、
自

分
の
研
究
成
果
を
も
と
に
平
成

十
九
年
に
創
業
し
た
会
社
で
、
世

界
で
初
め
て
ク
モ
糸
の
主
成
分
の

タ
ン
パ
ク
質
を
利
用
し
た
素
材
・

Ｑ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
を
開
発
し
ま
し

た
。
次
世
代
の
自
動
車
部
品
開
発

を
手
掛
け
る
小
島
プ
レ
ス
工
業
㈱

と
提
携
し
、
昨
年
十
一
月
に
サ
イ

エ
ン
ス
パ
ー
ク
内
に
試
作
研
究
棟

を
建
設
し
、
稼
動
を
開
始
し
ま
し

た
。
今
年
度
中
に
は
新
規
事
業
に

取
り
組
む
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
立

ち
上
げ
る
予
定
で
す
。

内
容
で
す
。
先
端
研
の
活
動
は
、

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
力
強
く
進

め
る
駆
動
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
活
躍

　

先
端
研
が
進
め
て
い
る
「
統
合

シ
ス
テ
ム
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
」
研
究

は
、
細
胞
の
複
雑
な
動
き
を
網
羅

的
に
測
定
・
分
析
し
そ
の
膨
大
な

デ
ー
タ
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
駆

使
し
て
理
解
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
研
究
の
中
で
発
明
さ
れ
た

メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
解
析
技
術
は
、
日

本
が
世
界
に
先
駆
け
て
い
る
技
術

と
し
て
注
目
を
集
め
、
医
療
や
環

境
、
食
品
な
ど
幅
広
い
分
野
で
研

究
や
応
用
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
技
術
を
活
用
し
た
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
メ

タ
ボ
ロ
ー
ム
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ

（
Ｈ
Ｍ
Ｔ
）
㈱
」
と
「
ス
パ
イ
バ
ー

先
端
研
を
核
と
す
る
協
定
締
結

 

「
新
し
い
生
命
科
学
の
パ
イ
オ
ニ

ア
」
を
目
指
し
、
平
成
十
三
年
に

開
設
さ
れ
た
慶
應
義
塾
大
学
先
端

生
命
科
学
研
究
所
（
先
端
研
）。

　

冨
田
勝
所
長
と
研
究
ス
タ
ッ
フ

の
不
断
の
挑
戦
は
、
最
先
端
技
術

の
発
明
や
世
界
が
注
目
す
る
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
の
誕
生
、
大
手
企
業

や
研
究
機
関
の
誘
致
な
ど
、
目
覚

ま
し
い
成
果
を
生
ん
で
い
ま
す
。

　

本
市
は
、
先
端
研
の
研
究
成
果

や
教
育
機
能
と
、
他
の
高
等
教
育

機
関
や
地
域
企
業
と
の
連
携
を
進

め
、
新
し
い
事
業
の
創
出
や
健
康

長
寿
、
人
材
育
成
に
生
か
し
地
域

活
性
化
に
つ
な
げ
る
「
鶴
岡
バ
イ

オ
ク
ラ
ス
タ
ー
」
形
成
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
三
月
、
本
市
は
山
形
県
と

慶
應
義
塾
大
学
と
と
も
に
先
端
研

で
の
研
究
教
育
活
動
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
推
進
に
関
す
る
四
期
目
の
協

定
を
結
び
ま
し
た
。
細
胞
内
の
も

の
を
丸
ご
と
短
時
間
で
調
べ
る
メ

タ
ボ
ロ
ー
ム
解
析
技
術
を
中
心
と

し
た
研
究
活
動
や
地
元
高
校
生
を

受
け
入
れ
る
教
育
活
動
な
ど
、
今

ま
で
の
成
果
を
踏
ま
え
た
も
の

で
、
今
年
度
か
ら
平
成
三
十
年
度

ま
で
の
間
、「
研
究
」「
人
材
育
成
」

「
知
的
集
積
・
交
流
」
に
関
し
て

最
先
端
の
研
究
教
育
活
動
を
行
う

世界をリードする
研究・教育を鶴岡から

特集

〈協定締結式〉

※この特集のお問合せは、本所政策企画課☎25‐2111内線525へ。
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と
密
接
に
関
連
す
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
先
端
研
の
活
動
は
こ

れ
ら
の
克
服
に
大
い
に
貢
献
す
る

も
の
で
す
。

　

優
れ
た
研
究
者
が
鶴
岡
で
研
究

し
、
そ
の
成
果
を
世
界
に
発
信
す

る
こ
と
で
、
さ
ら
に
人
や
企
業
な

ど
が
集
ま
り
、地
域
全
体
が
成
長
・

発
展
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
、

「
学
術
文
化
都
市
・
鶴
岡
」
の
挑

戦
は
こ
れ
か
ら
も
続
き
ま
す
。

す
る
な
ど
交
流
人
口
の
拡
大
へ
結

び
付
く
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

好
循
環
を
生
む
環
境
づ
く
り

　

先
端
研
で
の
研
究
活
動
の
拡
大

を
引
き
金
と
し
て
、
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
の
創
出
や
地
域
企
業
等
と
の

連
携
強
化
、
国
内
外
の
企
業
や
研

究
機
関
の
誘
致
を
さ
ら
に
促
す
こ

と
で
、
雇
用
創
出
や
市
民
の
健
康

長
寿
な
ど
地
域
経
済
の
発
展
や
豊

か
な
暮
ら
し
な
ど
に
つ
な
げ
る
。

そ
の
よ
う
な
地
域
発
展
の
好
循
環

を
生
む
た
め
の
環
境
づ
く
り
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
そ
の
基
盤
と
し
て
企

業
や
研
究
機
関
が
利
用
で
き
る
貸

室
を
提
供
す
る
鶴
岡
市
先
端
研
究

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
を
、
平
成

十
六
年
度
か
ら
整
備
し
て
き
ま
し

た
。
全
六
十
室
の
貸
室
は
満
室
に

近
い
状
態
が
続
く
な
ど
、
利
用
も

順
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
世
界
的
な
研
究
拠
点

化
を
本
格
的
に
推
進
す
る
た
め
、

サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
を
拡
張
整
備

し
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
等
の
新
た

な
投
資
に
備
え
ま
す
。
今
年
度
中

に
造
成
工
事
な
ど
を
完
了
す
る
予

定
で
す
。

学
術
文
化
を
ま
ち
づ
く
り
の
柱
に

　

今
世
紀
の
課
題
は
「
生
命
」「
医

療
」「
環
境
」「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」「
食
」

〈鶴岡市先端研究産業支援センター
（鶴岡メタボロームキャンパス）全体図〉

●学術文化都市・鶴岡
　本市は長い歴史の中で、時代の課題に果敢に挑戦するため「学ぶこと」と「人を育てること」を大
切にする気風を育んできました。江戸時代の藩校致道館の開校に始まり、昭和に鶴岡工業高等専門学
校と山形大学農学部が、平成に慶應義塾大学先端生命科学研究所と東北公益文科大学大学院が開設さ
れました。このように高等教育機関が集まっていることは、鶴岡の誇れる資源です。この特性を生かし、
都市の品格を高めながら地域の活力を引き出す「学術文化都市」の実現に取り組んでいます。

〈メタボローム研究開発の世界的拠点として整備が進む鶴岡市北部地区のサイエンスパーク〉

り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
百
十
八
校

か
ら
三
百
三
十
人
の
高
校
生
が
サ

ミ
ッ
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

ポ
ス
タ
ー
に
よ
る
研
究
成
果
の

発
表
で
は
、
先
端
研
の
研
究
者
等

が
審
査
し
ま
す
。
昨
年
は
大
き
な

賞
の
う
ち
科
学
技
術
振
興
機
構
賞

な
ど
三
つ
の
賞
を
鶴
岡
の
高
校
生

が
受
賞
す
る
な
ど
誇
ら
し
い
成
果

を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
っ

て
、
日
本
の
科
学
技
術
の
将
来
を

支
え
る
人
材
の
育
成
と
と
も
に
、

本
市
に
優
れ
た
若
い
人
材
が
流
入

「メタボロームで鶴岡に奇跡を」
●菅野隆二　氏　ＨＭＴ㈱代表取締役社長
　当社は、先端研が開発したメタボローム解
析技術を用いて、これまで診断が難しいとさ
れてきた病気の診断方法を確立するなどし
て、医療や健康分野へ貢献することを目指し
ています。メタボロームをベースにした新し
い産業を鶴岡に数多く生み出して地域を活性
化し、鶴岡から日本を元気にしていきたいと
思っています。

「庄内を素材開発の一大研究開発拠点に」
●関山和秀　氏　スパイバー㈱代表取締役社長
　私たちが開発した「QMONOS（クモノ
ス）」は、天然のクモ糸と同じく優れた特性
を持つ脱石油の次世代材料です。現在、製品
開発に向けたプロジェクトを展開中ですが、
ものづくりの概念を一変させる可能性を持つ
本素材のグローバルな研究開発拠点を鶴岡
市・庄内地域に集積させ、日本発の一大産業
創出を目指します。

〈第３回高校生バイオサミット〉

A棟 Ｂ棟

Ｃ棟 Ｊ棟

Ｄ棟

スパイバー㈱
小島プレス工業㈱
【試作研究棟】

サイエンスパーク
拡張整備予定地
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ま でち き ご との
つほ ト ピ ツ ク スと

羽黒 羽黒山開山堂 蜂子神社御開扉

＜羽黒山頂＞

出羽三山の開祖・蜂子皇子の御尊像の一般公開
が始まりました。この催しは東日本大震災の復
興祈願を目的に、また、羽黒山午歳御縁年を記

４．29
～
９．30

念し企画されたものです。明治７年以降、秘中
の秘とされてきた御尊像を、一目見ようと県内
外から大勢の参拝客が訪れています。

羽黒 羽黒地域少年非行防止ネットワーク クリアファイル贈呈式

「地域ぐるみで “羽黒っ子 ”を見守りま
す」。そんな思いが込められた羽黒高校
生デザインのファイルが贈られました。

４.15 
 ～25

＜会場：羽黒地域各小・中学校＞

鶴岡 朝暘第四小学校開校式

朝暘四小・湯田川小・田川小が統合し開
校した新朝暘四小。校旗授与や校歌合唱
が行われ、新校の歴史が始まりました。

４.19

＜会場：同校＞
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藤島 親子スポーツ元気塾

親子でトランポリンに挑戦する元気塾。
初心者は真っすぐ跳ぶ練習から始めます。
経験者は思うままに跳んでいました。

５．１

＜会場：藤島体育館＞

温海 小名部 熊野神社例大祭

五穀豊じょうを願う獅子舞やみこし渡御
等を奉納。また、20年ぶりに杉材で鳥居
を形作る「大浜づくり」が復活しました。

５．３

＜小名部地区＞

鶴岡 いきものめっけ♪

「ここにもいたよ」。ドジョウやヤゴなど
を見付けて大喜びです。アメリカザリガ
ニの体の作りも学ぶことができました。

５．３
  ～６

＜場所：ほとりあ周辺＞

朝日 博物村フェスティバル

小動物との触れ合いや、化石レプリカ作
りなどが楽しめる催しです。世界各地の
珍しい蛇に興味津々の様子でした。

５．３
  ～６

＜会場：月山あさひ博物村＞

温海 出羽街道路之茶屋「キラリ」かたくりまつり

初めて開催されたこのまつり。かれんな
かたくりの花を楽しむ多くの市民や観光
客でにぎわいました。

５．３
  ～６

＜会場：キラリかたくり園＞

櫛引 櫛引東小学校 校内相撲大会

学年男女別の個人戦と地区対抗戦が行わ
れました。熱戦が繰り広げられるたびに、
大きな歓声が上がりました。

５.10

＜会場：同校＞
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平成25年度施行状況

鶴岡市職員採用試験
職員募集

■問本所職員課☎内線352

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ

情報公開・個人情報保護条例の施行状況
■問本所総務課☎内線314

　鶴岡市情報公開条例及び鶴岡
市個人情報保護条例の規定に基
づき、平成25年度の施行状況
をお知らせします。なお、実施
機関のうち選挙管理委員会、監
査委員、農業委員会、固定資産
評価審査委員会、荘内病院、議
会は、情報公開・個人情報保護
ともに開示請求件数が０件のた
め掲載していません。
　一つの開示請求に対して複数
の決定が行われる場合があるた
め、開示請求件数と開示決定等
の件数は一致しません。不開示
決定の理由は、当該文書が不存
在のためです。

【情報公開】　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　）内は対象となった公文書の数

実施機関名 開示請求件数 開示決定等の件数 不服申立
て件数全部開示 部分開示 不開示

市 長 部 局

12件
（総務部３件、市民
部４件、商工観光部
１件、建設部３件、
上下水道部１件）

９件（37） ４件（11） １件（‐） ０件

教育委員会 ５件 ５件（39） ５件（９） ０件（‐） ０件
消 防 １件 ０件（‐） １件（１） ０件（‐） ０件
合 計 18件 14件（76） 10件（21） １件（‐） ０件

【個人情報保護】

実施機関名 開示請求件数 開示決定等の件数 不服申立
て件数全部開示 部分開示 不開示

市 長 部 局 １件（市民部） ０件（‐） １件（１） ０件（‐） ０件
合 計 １件 ０件（‐） １件（１） ０件（‐） ０件

■募集職種・受験資格
▷上級行政（大卒程度）
　昭和55年４月２日～平成５年４月１日に生まれた方
▷上級土木（大卒程度）
　昭和55年４月２日～平成５年４月１日に生まれた方
▷上級建築（大卒程度）
　昭和55年４月２日～平成５年４月１日に生まれた方
▷上級電気（大卒程度）
　昭和55年４月２日～平成５年４月１日に生まれた方
▷薬剤師
　昭和55年４月２日以降に生まれ、薬剤師免許を取得し
　ている方及び平成27年４月までに取得見込みの方
▷看護師
　昭和45年４月２日以降に生まれ、看護師免許を取得し
　ている方及び平成27年４月までに取得見込みの方
※以上の職種の他、初級行政、消防士、土木・建築・電
　気技術職（社会人経験者）の採用試験を９月21日○日に
　予定しています。

■試験日時
▷１次試験　７月27日○日午前10時
▷２次試験　１次試験合格者を対象に９月下旬実施予定

■試験会場
▷薬剤師・看護師以外の職種…勤労者会館
▷薬剤師・看護師…荘内病院

■申込み受付
▷６月２日○月～27日○金に、申込書を市役所本
　所職員課へ（郵送の場合は６月27日○金まで　
　の消印有効）
▷市ＨHP「電子申請」からも手続きができます

■試験案内・申込書等の交付
▷市役所本所職員課、各地域庁舎総務企画課
　及び荘内病院総務課で交付
▷郵便で請求する場合は、封筒の表に「試験
　案内請求」と朱書きし、返信用封筒（宛先
　を明記したA４判用の角形２号封筒。折り
　畳んでもかまいません）、140円分の切手、
　応募職種・連絡先を記入したメモを同封し
　て、市役所本所職員課（〒997‐8601市内
　馬場町９‐25）へ（申込み受付の締切りに
　余裕をもって請求してください）
▷市ＨHP「職員採用情報」からダウンロードする
　こともできます
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荘内病院職員募集（薬剤師）【平成26年10月１日採用予定】
職員募集

■問荘内病院総務課☎26‐5111内線6341

審議会等の公開及びパブリック・コメント制度の運営状況
平成25年度運営状況

■問本所総務課☎内線314（詳細は市ＨHP「各種審議会等」・「意見公募」）

審議会等の公開状況 パブリック・コメント制度の実施状況

審議会等の数 開催件数 実施件数 意見提出件数うち一部公開また
は非公開の件数

市 長 部 局 65 124 31 ３ ３
教 育 委 員 会 14 24 3 ２ １
荘 内 病 院 1 1 0 １ ０
合 計 80 149 34 ６ ４

■募集職種（募集人員）・受験資格
▷薬剤師（１人）…昭和55年４月２日以降に生まれ、薬
　剤師免許を取得している方

■試験日時・会場
▷１次試験…７月６日○日午前10時・同院
▷２次試験…１次試験合格者を対象に８月上旬実施予定

■申込み受付
▷６月２日○月～23日○月に、申込書を同院総務課へ（郵送
　の場合は６月23日○月までの消印有効）
▷市ＨHP「電子申請」からも手続きができます

■試験案内・申込書等の交付
▷同院総務課及び本所職員課で交付
▷郵便で請求する場合は、封筒の表に「試験案内
　請求」と朱書きし、返信用封筒（宛先を明記し
　たＡ４判用の角形２号封筒。折り畳んでもかま
　いません）、140円分の切手、応募職種・連絡先
　を記入したメモを同封して、同院総務課（〒997
　‐8515市内泉町４‐20）へ　
▷市ＨHP「職員採用情報」及び同院ＨHP「職員募集」から
　ダウンロードすることもできます

空き家有効活用支援事業を実施します
空き家対策

■申本所建築課☎内線483

■移住推進空き家利活用支援事業
　移住希望者、若者世帯、新婚世帯等が、NPO法人つる
おかランド・バンクの実施する空き家バンク事業を利用し、
今年2月 1日～来年１月31日に空き家を購入または賃貸
借し、改修する場合、改修工事費を補助します。
▷対象工事
　補助金申請後に着工し来年２月28日○土までに完了する、
台所、トイレ、浴室、洗面所、内装、屋根、外壁、電気配
線、基礎、土台等の改修工事
▷補助金の額
　対象経費の６分の１～３分の２（上限10万円～40万円）
▷補助金申請期間
　来年１月31日○土まで随時（ただし申請額が予算額に到
達次第終了）

■中心市街地居住促進事業
　指定区域内にある不良住宅について、市
が寄附を受けて解体・整地した土地を活用
し、若者世帯や移住希望者の居住促進を図
る事業を実施します。市税等の滞納がない
方が所有する不良住宅であることが寄附の
要件です。詳しくはお問い合わせください。
▷指定区域
　本町一丁目・二丁目・三丁目、三和町、
三光町、双葉町、千石町、昭和町、大東町、
神明町、錦町、上畑町、山王町、泉町、若
葉町、家中新町、馬場町、大宝寺町、末広町、
日吉町、宝町、鳥居町、新海町、大西町
▷申込期間　6月 2日○月～20日○金
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額　

２
万
６
、０
０
０
円

▼
障
害
児
福
祉
手
当　

■対
満
20
歳
未
満
で
重

度
の
障
害
状
態
に
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に

お
い
て
常
時
の
介
護
を
必
要
と
す
る
方　

■

給
付
月
額　

１
万
４
、１
４
０
円

▼
共
通　

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
７
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
診
断

書
が
必
要
で
す
。
視
覚
・
聴
覚
・
肢
体
・
心

臓
・
腎
臓
・
精
神
等
の
障
害
が
該
当
し
ま
す

（
施
設
入
所
や
入
院
し
て
い
る
方
は
該
当
外
）

あ
ん
し
ん
見
守
り
コ
ー
ル
の

設
置

　

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
の
電
話
機
に
、

通
報
や
双
方
向
の
会
話
が
で
き
る
通
信
機
器

を
設
置
し
、
生
活
・
健
康
等
に
関
す
る
相
談

や
、
安
否
確
認
、
緊
急
事
態
へ
の
対
応
が
で

き
る
よ
う
支
援
す
る
も
の
で
す
。

■対
お
お
む
ね
65
歳
以
上
で
ひ
と
り
暮
ら
し
の

身
体
虚
弱
な
方
（
要
支
援
２
以
上
）、
身
体

障
害
者
手
帳
１
・
２
級
を
所
持
す
る
ひ
と
り

暮
ら
し
の
方
等　

■申
高
齢
者
…
各
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
、
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線

１
８
２
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

障
害
者
…
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
７
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
へ
の
寝
具
類

の
洗
濯
・
乾
燥
・
消
毒
サ
ー
ビ
ス

■対
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
ま
た

は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
で
、
要
支
援
ま
た
は

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
で
、
病
気
等

の
理
由
に
よ
っ
て
寝
具
類
の
衛
生
管
理
が
困

難
な
市
民
税
非
課
税
の
方　

■内
市
が
委
託
し

た
業
者
が
寝
具
（
掛
布
団
・
敷
布
団
・
毛
布
・

マ
ッ
ト
レ
ス
）
を
洗
濯
・
乾
燥
・
消
毒
し
ま

す
（
１
人
年
２
回
ま
で
。
１
回
に
付
き
３
点

ま
で)　

■
自
己
負
担　

実
施
に
要
し
た
費

用
の
１
割
相
当　

■申
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
３
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

年
金
・
医
療

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る

の
が
難
し
い
方
は

　

失
業
や
所
得
の
減
少
な
ど
の
経
済
的
な
理

由
で
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と

き
は
、
本
人
の
申
請
手
続
き
に
よ
っ
て
納
付

が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
（
学
生
は
学
生
納
付
特
例
制
度
の
対
象
）。

▼
免
除
制
度
（
全
額
・
一
部
）　

本
人
、
配

偶
者
及
び
世
帯
主
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
、
全
額
、
４
分
の
３
の
額
、
半
額

ま
た
は
４
分
の
１
の
額
が
各
基
準
で
免
除
さ

れ
ま
す
。
一
部
免
除
は
免
除
額
を
除
い
た
保

険
料
を
納
付
し
な
い
と
未
納
と
な
り
ま
す
。

▼
若
年
者
納
付
猶
予
制
度　

20
歳
以
上
30
歳

未
満
の
方
で
、
本
人
及
び
配
偶
者
の
前
年
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

▼
退
職
・
失
業
に
よ
る
特
例　

ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
確
認
印
の
あ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
離

職
票
ま
た
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
を
添

付
し
て
申
請
す
る
と
、
退
職
者
本
人
の
前
年

所
得
が
審
査
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
（
配
偶

者
、
世
帯
主
も
同
様
）。
退
職
・
失
業
等
の
前

月
か
ら
退
職
・
失
業
等
が
あ
っ
た
年
の
翌
々

年
６
月
ま
で
の
期
間
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

▼
申
請
に
つ
い
て　

必
ず
前
年
所
得
の
申
告

手
続
き
を
済
ま
せ
た
上
で
申
請
し
て
く
だ
さ

市
政

鶴
岡
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
委
員
会 

公
募
委
員
募
集

　

鶴
岡
の
全
て
の
子
供
が
自
主
的
に
読
書
活

動
が
で
き
る
よ
う
、
読
書
環
境
の
充
実
を
図

る
計
画
を
策
定
し
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
２
人
以
内
（
地

方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
常
勤
の
公

務
員
を
除
く
）　

①
今
年
４
月
１
日
現
在
で

満
20
歳
以
上
の
方　

②
市
内
に
住
所
を
有
す

る
方　

③
平
日
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で

き
る
方　

■申
６
月
29
日
○日
ま
で
申
込
書
を
図

書
館
本
館
（
〒
９
９
７
‐
０
０
３
６
市
内
家

中
新
町
14
‐
７
）
☎
25
‐
２
５
２
５
へ
（
郵

送
は
当
日
必
着
）　

■他
詳
細
は
市
ＨHP
「
各
種

審
議
会
等
」

健
康
・
福
祉

家
庭
や
職
場
で
ご
活
用
く
だ
さ
い 

ス
マ
ー
ト
イ
ー
ト（
賢
い
食
べ
方
）カ
ー
ド

　

市
で
は
、
食
課
題
に
対
す
る
取
り
組
み
と

し
て
働
き
盛
り
の
男
性
を
対
象
に
「
ス
マ
ー

ト
ラ
ン
チ
作
戦
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ス

マ
ー
ト
イ
ー
ト
を
実
践
し
て
食
習
慣
を
見
直

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
市
ＨHP
「
健
康
課
」
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
７
５

困
り
ご
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い 

民
生
委
員
児
童
委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　

次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▽
第
５
民
生
区
（
第
五
学
区
）
…
鞍
貫
美
彌

子
（
鳥
居
町
北
）

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
９

耳
と
手
足
の
不
自
由
な
方
の

た
め
の
巡
回
相
談

■日
６
月
４
日
○水
午
後
１
時
〜
３
時　

■場
総
合

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■対
18

歳
以
上
の
方
で
、
新
た
に
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
た
い
方
、
交
付
を
受
け
て
い

る
方
で
程
度
変
更
し
た
い
方
、
補
装
具
の
交

付
を
希
望
す
る
方
等
（
現
在
治
療
中
の
方
を

除
く
）　

■持
印
鑑
、
保
険
証
、
身
体
障
害
者

手
帳　

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
７
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

福
祉
活
動
・
心
身
障
害
児
療

育
支
援
活
動
を
助
成
し
ま
す

▼
福
祉
活
動
助
成
金　

■対
地
域
福
祉
・
在
宅

福
祉
の
推
進
、
福
祉
に
関
す
る
調
査
・
研
究
、

福
祉
関
係
者
の
研
修
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
活
性
化
、
福
祉
意
識
の
高
揚
・
啓
発

▼
心
身
障
害
児
療
育
支
援
助
成
金　

■対
地
域

福
祉
・
在
宅
福
祉
の
推
進
、
療
育
に
関
す
る

調
査
・
研
究
、
関
係
者
の
研
修

▼
共
通　

■
助
成
額　

対
象
経
費
の
４
分
の

３
以
内　

■申
６
月
30
日
○月
ま
で
本
所
福
祉
課

☎
内
線
１
３
８
へ

特
別
障
害
者
手
当
と
障
害
児

福
祉
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

▼
特
別
障
害
者
手
当　

■対
満
20
歳
以
上
で
国

民
年
金
障
害
基
礎
年
金
の
１
級
程
度
の
障
害

が
重
複
す
る
な
ど
の
著
し
い
重
度
の
障
害
状

態
で
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時

特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
方　

■
給
付
月
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い
（
配
偶
者
、
世
帯
主
も
同
様
）。
今
年
度

分
（
７
月
〜
来
年
６
月
の
納
付
保
険
料
が
対

象
）
は
、７
月
１
日
○火
か
ら
申
請
で
き
ま
す
。

今
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
し
た
方
は
、
前

住
所
地
の
市
区
町
村
発
行
所
得
証
明
書
の
提

出
が
必
要
で
す
。
な
お
、
今
年
４
月
に
申
請

時
点
か
ら
２
年
１
か
月
前
ま
で
の
保
険
料
も

遡
っ
て
申
請
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▼
免
除
・
猶
予
さ
れ
た
期
間
の
保
険
料
追
納　

10
年
前
ま
で
遡
っ
て
追
納
で
き
ま
す
が
、
同

期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以

降
に
追
納
す
る
場
合
、加
算
金
が
つ
き
ま
す
。

■申
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１
３
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

子
育
て
支
援
医
療
証
の 

申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

　

７
月
１
日
○火
か
ら
小
・
中
学
生
の
医
療
費

全
額
助
成
を
、
外
来
・
入
院
の
区
別
な
く
実

施
し
ま
す
。
助
成
を
受
け
る
に
は
医
療
証
の

交
付
が
必
要
で
す
。
４
月
中
旬
に
対
象
と
な

る
小
・
中
学
生
の
保
護
者
へ
医
療
証
の
交
付

申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
申
請
が
遅
れ

る
と
助
成
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
詳
細
は
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線

１
２
８
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

重
度
心
身
障
害（
児
）者
医
療
証
・
ひ
と
り

親
家
庭
等
医
療
証
の
更
新
時
期
で
す

　

医
療
証
を
お
持
ち
の
方
に
、
更
新
申
請
書

類
を
送
付
し
ま
し
た
。
手
続
き
が
遅
れ
る
と

医
療
証
を
使
用
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
受
付
期
間
内
に
必
ず
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
昨
年
度
以
前
に
所
得
等

の
事
情
に
よ
っ
て
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
方

が
、
今
年
度
（
７
月
１
日
以
降
分
）
に
医
療

証
の
交
付
を
希
望
す
る
場
合
、
改
め
て
申
請

が
必
要
で
す
。

■
受
付
期
間
・
場
所　

６
月
２
日
○月
〜
６
日

○金
…
市
役
所
本
所
１
階
ロ
ビ
ー
及
び
各
地
域

庁
舎
市
民
福
祉
課
（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分
）、
本
所
国
保
年
金
課
（
午
後
５

時
15
分
〜
７
時
）　

７
日
○土
…
本
所
国
保
年

金
課
（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
８
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

支
払
い
は
お
済
み
で
す
か
？

　

保
険
料
の
納
付
は
、
原
則
と
し
て
年
金
か

ら
の
差
引
き
（
特
別
徴
収
）
で
す
が
、
平
成

25
年
６
月
以
降
に
75
歳
に
な
っ
た
方
や
、
年

度
途
中
で
保
険
料
額
が
変
更
に
な
り
特
別
徴

収
が
中
止
さ
れ
た
方
に
は
、
25
年
度
分
の
納

付
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
納
付
書
が
届
い

て
い
て
も
気
が
つ
か
ず
、
未
納
に
な
っ
て
い

な
い
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
、
今
年
２

月
・
３
月
に
75
歳
に
な
っ
た
方
に
は
、
誕
生

月
の
翌
々
月
15
日
頃
に
25
年
度
分
の
納
付
書

を
送
付
し
て
い
ま
す
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
７
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

子
育
て
・
教
育

一
時
預
か
り
と
病
児
・
病
後

児
保
育
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

▼
一
時
預
か
り　

保
護
者
が
病
気
や
冠
婚
葬

祭
、
研
修
、
学
校
行
事
、
育
児
疲
れ
、
就
労

等
の
理
由
で
一
時
的
に
家
庭
で
の
育
児
が
困

難
な
場
合
に
、
次
の
保
育
園
で
子
供
を
保
育

し
ま
す
。
予
定
が
分
か
る
と
き
は
、
２
日
前

ま
で
に
各
保
育
園
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
園
の
行
事
等
の
た
め
受
け
入
れ
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
保
育
時
間

や
料
金
等
は
各
園
で
異
な
り
ま
す
。

■
実
施
保
育
園　

か
た
ば
み
保
育
園
、
新
形

保
育
園
、
大
泉
保
育
園
、
湯
田
川
保
育
園
、

上
郷
保
育
園
、
三
瀬
保
育
園
、
藤
島
く
り
く

り
保
育
園
、
藤
島
こ
り
す
保
育
園
、
大
東
保

育
園
、
い
ず
み
保
育
園
、
く
し
び
き
保
育
園
、

く
し
び
き
西
部
保
育
園　

■
保
育
時
間　

午

前
８
時
〜
午
後
５
時
30
分
で
半
日
（
４
時

間
）
の
利
用
も
可　

■費
３
歳
未
満
…
１
日
２
、

６
０
０
円
〜
３
、０
０
０
円　

３
歳
以
上
…

１
日
１
、５
０
０
円
〜
２
、０
０
０
円
（
半
日

利
用
の
場
合
は
半
額
）　

■問
各
保
育
園
ま
た

は
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１
８
０
へ

▼
病
児
・
病
後
児
保
育　

病
気
や
そ
の
回
復

期
の
子
供
を
、
保
護
者
が
仕
事
や
冠
婚
葬
祭

等
の
理
由
に
よ
っ
て
家
庭
で
み
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
に
、
看
護
師
・
保
育
士
の
い
る

施
設
で
一
時
的
に
お
預
か
り
し
ま
す
。

■
実
施
施
設　

三
井
病
院
内
カ
ト
レ
ア
キ
ッ

ズ
ル
ー
ム
（
市
内
美
咲
町
）　

■
受
入
時
間

午
前
８
時
〜
午
後
６
時
（
日
曜
日
、
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）　

■費
１
日
２
、０
０
０
円

■問
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１
８
０
ま
た

は
三
井
病
院
☎
22
‐
３
２
９
０
へ

児
童
手
当
現
況
届
の 

提
出
を
お
忘
れ
な
く

　

児
童
手
当
受
給
者
へ
６
月
上
旬
に
現
況
届

の
用
紙
を
送
付
し
ま
す
。
同
封
の
「
記
入
の

仕
方
」
を
参
考
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
６

月
末
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
が

な
い
場
合
は
、
児
童
手
当
の
支
給
が
停
止
さ

れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
６

月
13
日
○金
は
児
童
手
当
の
支
給
日
で
す
。
２

月
〜
５
月
分
を
指
定
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

■問
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１
５
０
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

平
成
27
年
度
使
用 

小
・
中
学
校
教
科
用
図
書
展
示
会

　

教
科
用
図
書
採
択
に
合
わ
せ
て
展
示
会
を

開
催
し
ま
す
。
意
見
等
を
記
入
す
る
用
紙
を

備
え
付
け
ま
す
の
で
、多
数
閲
覧
く
だ
さ
い
。

■日
・
■場
６
月
９
日
○月
〜
20
日
○金
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）
…
教

育
研
修
所
（
櫛
引
庁
舎
）　

９
日
○月
〜
13
日

○金
午
後
３
時
〜
６
時
…
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

（
マ
リ
カ
東
館
）　

■問
学
校
教
育
課
（
櫛
引
庁

舎
）
☎
57
‐
４
８
６
４

税６
月
13
日
に
お
送
り
す
る
市
・
県
民

税
納
税
通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

■対
普
通
徴
収
の
方
及
び
公
的
年
金
か
ら
の
特

別
徴
収
の
方　

▼
今
年
４
月
１
日
現
在
65
歳

以
上
（
昭
和
24
年
４
月
２
日
以
前
生
ま
れ
）

で
今
年
度
に
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
が

始
ま
る
方　

年
税
額
の
２
分
の
１
の
金
額
を

６
月
と
８
月
に
分
け
て
納
付
書
ま
た
は
口
座

振
替
で
納
付
（
普
通
徴
収
）
し
、
残
り
の
２

分
の
１
の
金
額
を
、
10
月
、
12
月
及
び
来
年

２
月
に
分
け
て
公
的
年
金
か
ら
差
引
き
で
納

付
（
特
別
徴
収
）　

▼
昨
年
度
以
前
に
特
別

徴
収
が
始
ま
っ
て
い
る
方　

４
月
、
６
月
及

び
８
月
は
昨
年
度
の
２
月
と
同
額
を
公
的
年
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金
か
ら
差
引
き
（
仮
徴
収
）、
10
月
、
12
月

及
び
来
年
２
月
は
今
年
度
の
年
税
額
か
ら
仮

徴
収
し
た
分
を
引
い
た
残
額
の
３
分
の
１
ず

つ
を
公
的
年
金
か
ら
差
引
き
で
納
付
（
特
別

徴
収
）　

■問
本
所
課
税
課
☎
内
線
２
０
１
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
税
務
担
当
へ

平
成
26
年
度
軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書

（
車
検
用
）を
６
月
中
旬
に
お
送
り
し
ま
す

■対
車
検
が
必
要
な
車
両
の
軽
自
動
車
税
を
口

座
振
替
で
納
付
し
た
方　

■問
本
所
納
税
課
☎

内
線
２
１
９

生
活

青
年
就
農
給
付
金
の 

申
請
受
付

　

新
規
就
農
者
の
経
営
安
定
化
の
た
め
、
年

間
１
５
０
万
円
を
最
長
５
年
間
給
付
し
ま
す
。

■申
６
月
16
日
○月
ま
で
経
営
開
始
計
画
、
収
支

計
画
、
履
歴
書
を
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
７

６
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
課
へ　

■他
給
付

要
件
等
詳
細
は
、
農
林
水
産
省
ＨHP
「
青
年
就

農
給
付
金
」
ま
た
は
市
ＨHP
「
農
政
課
」

人
権
擁
護
委
員
は
次
の
方
々
で
す

　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護
委

員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。（
敬
称
略
）

▽
石
田
幸　

▽
佐
藤
和
子　

▽
榎
本
玲
子

▽
中
里
亮
子　

▽
加
藤
勝　

▽
大
川
慶
輝

▽
石
川
正
廣　

▽
島
忠
一　

▽
五
十
嵐
信
樹

▽
阿
部
英
子　

▽
成
澤
礼
子　

▽
島
津
玄
眞

▽
金
岡
育
夫　

▽
手
塚
柳
治　

▽
村
田
仁
美

▽
成
田
い
と　

▽
五
十
嵐
孝
雄　

▽
齋
藤
秀

雄　

▽
長
南
征
子　

▽
帯
刀
春
男　

▽
渡
部

洋
一　

▽
五
十
嵐
二
郎　

▽
齋
藤
俊
美　

▽

五
十
嵐
英
司　

▽
鈴
木
元
女　

▽
五
十
嵐
要

一■問
法
務
局
鶴
岡
支
局
☎
22
‐
１
０
０
３
ま
た

は
本
所
市
民
課
☎
内
線
１
５
８
へ

土
地
売
買
の
際
は 

地
価
公
示
価
格
を
参
考
に

　

地
価
公
示
と
は
、
県
内
の
都
市
計
画
区
域

内
で
標
準
的
な
使
わ
れ
方
を
し
て
い
る
土
地

（
標
準
地
。
市
内
16
地
点
）
の
適
正
な
価
格

を
公
表
す
る
も
の
で
す
。
売
買
対
象
地
の
条

件
と
比
較
す
れ
ば
、
そ
の
土
地
の
お
お
よ
そ

の
適
正
価
格
が
分
か
り
ま
す
。
地
価
公
示
書

は
、
本
所
土
木
課
☎
内
線
４
５
８
ま
た
は
東

部
建
設
事
務
室
（
羽
黒
庁
舎
）、
南
部
建
設

事
務
室（
朝
日
庁
舎
）、温
海
建
設
事
務
室（
温

海
庁
舎
）
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

「
公
社
タ
ウ
ン
高
専
前
・
第
２

高
専
前
」
宅
地
分
譲
募
集

■
募
集
区
画　

高
専
前
…
１
区
画
（
約
80
坪
。

５
３
９
万
１
、０
０
０
円
。
店
舗
付
住
宅
可
）

第
２
高
専
前
…
４
区
画
（
約
73
坪
〜
約
94
坪
。

４
４
４
万
５
、０
０
０
円
〜
５
６
３
万
２
、０

０
０
円
）　

■申
山
形
県
住
宅
供
給
公
社
・
嶋

案
内
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
２
０
‐
３
０
３
‐
９

７
８
ま
た
は
本
所
建
築
課
☎
内
線
４
８
３
へ

■他
い
ず
れ
も
先
着
順
。
紹
介
者
に
10
万
円
を

差
し
上
げ
る
分
譲
紹
介
制
度
あ
り

河
川
・
海
岸
一
斉
清
掃 

「
川
や
海
を
き
れ
い
に
」

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
手
袋
や
長
靴
を
着
用
し
、
草
刈
り
鎌
等

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
河
川
一
斉
清
掃
（
日
時
・
清
掃
区
域
）　

▼
６
月
15
日
○日　

▽
午
前
６
時
〜
８
時
…
鶴

岡
地
域
【
大
山
川
（
中
楯
橋
〜
高
館
橋
・
今

世
橋
付
近
）、
大
戸
川
（
火
打
崎
橋
〜
大
山

川
合
流
点
）】　

▼
７
月
６
日
○日　

▽
午
前
５

時
〜
７
時
…
櫛
引
地
域
【
田
沢
川
、
角
田

川
、
水
無
川
、
相
模
川
、
山
谷
川
、
馬
渡
川
】　

▽
午
前
５
時
30
分
〜
７
時
30
分
…
鶴
岡
地
域

【
大
戸
川
（
国
道
７
号
〈
大
荒
〉
〜
火
打
崎

橋
）、
矢
引
川
（
県
道
三
瀬
水
沢
線
〈
矢
引
〉

〜
国
道
７
号
〈
大
荒
〉）、
降
矢
川
（
中
山
地

内
）、
藤
倉
川
（
中
山
地
内
）】　

▽
午
前
６

時
〜
７
時
…
鶴
岡
地
域
【
大
山
川
（
坂
野
下

〜
新
橋
）、
少
連
寺
川
（
少
連
寺
〜
大
山
川

合
流
点
）、
砂
谷
川
（
砂
谷
〜
東
目
）、
三
瀬

川
（
水
無
〜
三
瀬
川
河
口
）、
降
矢
川
（
三

瀬
地
内
）】、
藤
島
地
域
【
藤
島
川
】、
羽
黒

地
域【
藤
島
川
、今
野
川
、黒
瀬
川
、小
黒
川
】、

朝
日
地
域
【
赤
川
、
上
田
沢
川
、
青
竜
川
、

倉
沢
川
、
戸
沢
川
他
】　

▽
午
前
６
時
〜
８

時
…
鶴
岡
地
域
【
内
川
左
岸
（
坂
本
橋
周
辺

及
び
天
池
橋〈
美
原
町
〉〜
内
川
橋〈
宝
町
〉）、

内
川
右
岸
（
割
目
橋
〈
城
南
町
〉
〜
坂
本
橋

周
辺
及
び
天
池
橋
〈
双
葉
町
〉
〜
三
次
郎
橋

〈
切
添
町
〉）】、
温
海
地
域
【
五
十
川
、
温
海

川
、
庄
内
小
国
川
、
鼠
ケ
関
川
他
】　

■問
鶴

岡
地
域
は
本
所
土
木
課
☎
内
線
４
９
０
、
藤

島
・
羽
黒
地
域
は
東
部
建
設
事
務
室
、
櫛
引
・

朝
日
地
域
は
南
部
建
設
事
務
室
、
温
海
地
域

は
温
海
建
設
事
務
室
へ

■
海
岸
一
斉
清
掃
（
日
時
・
清
掃
区
域
）

▼
７
月
６
日
○日　

▽
午
前
６
時
〜
７
時
30
分

…
小
波
渡
海
岸　

▽
午
前
６
時
〜
８
時
…
浜

千
鳥
海
岸
〜
鼠
ケ
関
海
岸　

▽
午
前
６
時

30
分
〜
８
時
…
加
茂
海
岸　

▼
７
月
20
日
○日　

▽
午
前
７
時
〜
８
時
…
三
瀬
海
岸　

■問
海
岸

地
域
の
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

そ
の
他

パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
は
市
役
所
で

　

本
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方
の
パ
ス

ポ
ー
ト
申
請
は
、
本
所
市
民
課
及
び
各
地
域

庁
舎
市
民
福
祉
課
で
受
け
付
け
ま
す
（
交
付

窓
口
は
本
所
市
民
課
の
み
）。
庄
内
総
合
支

庁
で
手
続
き
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
請
〜
交
付
の
日
数　

９
日
間
（
土
曜
・

日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）　

■問

本
所
市
民
課
☎
内
線
１
４
０
ま
た
は
各
地
域

庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
必
要
書
類
等
詳
細

は
山
形
県
ＨHP
「
パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
」

取
引
や
証
明
に
使
用
す
る 

計
量
器（
は
か
り
）の
定
期
検
査

　

計
量
法
に
よ
っ
て
定
期
検
査
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

■場
・
■日
▽
由
良
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
…

７
月
２
日
○水
午
前
11
時
〜
正
午　

▽
加
茂
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
…
２
日
○水
午
後
１
時

〜
２
時　

▽
湯
野
浜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
…
２
日
○水
午
後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分　

▽
農
村
セ
ン
タ
ー
…
３
日
○木
午
前
10
時
30
分

〜
正
午　

▽
出
羽
商
工
会
大
山
支
所
…
３
日

○木
午
後
１
時
〜
３
時
30
分　

▽
市
役
所
本
所

車
庫
棟
…
４
日
○金
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３

時
、
７
日
○月
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時
、

８
日
○火
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
、
９
日

○水
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時
、
10
日
○木
午
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前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時　

■
検
査
手
数
料

１
台
２
５
０
円
〜
３
、２
０
０
円　

■問
本
所

商
工
課
☎
内
線
５
６
５　

■他
藤
島
・
羽
黒
・
櫛

引
・
朝
日
・
温
海
地
域
は
９
月
上
旬
実
施
予
定

平
成
26
年
経
済
セ
ン
サ
ス
‐
基
礎
調
査
・
商
業
統
計
調
査 

あ
な
た
の
回
答
が
日
本
経
済
の
力
に
な
る
！

　

７
月
１
日
に
、
全
て
の
企
業
・
事
業
所
を

対
象
と
し
た
経
済
セ
ン
サ
ス
‐
基
礎
調
査
及

び
全
て
の
卸
売
業
・
小
売
業
を
営
む
企
業
・

事
業
所
を
対
象
と
し
た
商
業
統
計
調
査
を
一

体
的
に
実
施
し
ま
す
。
調
査
結
果
は
、
各
種

行
政
施
策
を
は
じ
め
、
地
域
の
産
業
振
興
や

商
店
街
の
活
性
化
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し

て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。
６
月
中
旬
か
ら
調
査

員
が
伺
い
ま
す
の
で
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
本
所
政
策
企
画
課
☎
内
線
７
０
９
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
総
務
企
画
課
へ

振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
！ 

偶
数
月
の
年
金

支
給
日
に
合
わ
せ
不
審
な
勧
誘
な
ど
が
集
中
！

　

オ
レ
オ
レ
詐
欺
、
還
付
金
詐
欺
、
融
資
保

証
金
詐
欺
、
架
空
請
求
詐
欺
、
義
援
金
詐
欺

な
ど
、
少
し
で
も
不
審
に
思
っ
た
ら
、
鶴
岡

警
察
署
☎
28
‐
０
１
１
０
へ
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
６
６
２

６
月
は「
環
境
月
間
」 

６
月
５
日
は「
環
境
の
日
」 

み
ん
な
で
節
電
を
実
行
し
ま
し
ょ
う

　

地
球
温
暖
化
の
主
な
原
因
と
な
る
二
酸
化

炭
素
は
、
電
気
や
石
油
等
の
消
費
に
伴
い
、

私
た
ち
の
生
活
か
ら
排
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

電
灯
や
テ
レ
ビ
を
無
駄
に
使
用
し
て
い
な
い

か
、
過
度
に
冷
房
し
て
い
な
い
か
等
を
点
検

し
、
電
気
や
燃
料
の
節
約
や
、
ご
み
の
減
量
、

節
水
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
等
、
地
球
温
暖
化
を

防
ぐ
た
め
に
一
人
ひ
と
り
が
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
省
資
源
化
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
環
境
課
☎
内
線
７
２
０

６
月
は「
土
砂
災
害
防
止
月
間
」

　

６
月
は
雨
の
日
が
多
く
、
土
砂
崩
れ
や
地

滑
り
な
ど
の
土
砂
災
害
が
起
こ
り
や
す
く
な

り
ま
す
。
気
象
情
報
に
注
意
す
る
と
と
も
に
、

自
宅
の
裏
山
な
ど
危
険
箇
所
が
な
い
か
点
検

し
、
被
害
の
未
然
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
１
９

「
お
い
し
い
な 

だ
い
じ
な
お
水 

ご
く
ご
く
り
」 

６
月
１
日
〜
７
日
は
水
道
週
間

　

鶴
岡
市
水
道
事
業
は
、
本
市
と
三
川
町
に

１
日
平
均
４
万
８
、０
０
７
㎥
の
水
を
供
給

し
て
い
ま
す
。
こ
の
大
量
の
水
を
送
る
水
道

事
業
は
、
皆
さ
ん
か
ら
頂
く
水
道
料
金
で
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。
水
道
週
間
の
期
間
中
は
、

市
役
所
本
所
と
上
下
水
道
部
庁
舎
で
、
水
道

事
業
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
ま
す

の
で
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
上
下
水
道
部
総
務
課
☎
23
‐
７
７
３
１

「
危
険
物 

読
み
は
ま
っ
す
ぐ 
ゼ
ロ
災
害
」 

６
月
８
日
〜
14
日
は
危
険
物
安
全
週
間

　

石
油
類
等
の
危
険
物
は
、
事
業
所
等
で
幅

広
く
利
用
さ
れ
、
国
民
生
活
に
深
く
浸
透
し
、

安
全
確
保
の
重
要
性
は
増
大
し
て
い
ま
す
。

危
険
物
を
取
り
扱
う
事
業
所
の
方
は
、
火
災
、

流
出
事
故
が
な
い
よ
う
、
期
間
中
に
自
主
保

安
体
制
を
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
市

民
の
皆
さ
ん
も
灯
油
な
ど
を
取
り
扱
う
際
は

流
出
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

「
家
事
場
の
パ
パ
ヂ
カ
ラ
」 

６
月
23
日
〜
29
日
は
男
女
共
同
参
画
週
間

　

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

■問
本
所
政
策
企
画
課
☎
内
線
５
２
４　

■他
市

ＨHP
「
男
女
共
同
参
画
」

食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
！

　

６
〜
９
月
は
食
中
毒
の
多
発
時
期
で
す
。

ま
た
、
７
月
は
「
食
中
毒
予
防
月
間
」
で
す
。

▼
食
品
は
中
心
部
を
約
75
℃
以
上
で
１
分
以

上
加
熱
し
ま
し
ょ
う

▼
使
用
し
た
調
理
器
具
は
洗
剤
で
よ
く
洗
い

ま
し
ょ
う　

生
肉
・
魚
を
扱
っ
た
後
は
熱
湯

を
か
け
る
な
ど
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

▼
手
洗
い
を
習
慣
に
し
ま
し
ょ
う　

食
事
や

調
理
時
、ト
イ
レ
、お
む
つ
交
換
、生
肉
・
魚
を

扱
っ
た
後
は
石
け
ん
で
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

▼
飲
用
や
野
菜
・
食
器
洗
浄
に
は
井
戸
水
の

使
用
を
控
え
ま
し
ょ
う　

梅
雨
の
時
期
は
雑

菌
が
混
入
し
や
す
い
時
期
で
す
。

▼
症
状
が
あ
っ
た
ら
直
ち
に
受
診
し
ま
し
ょ

う　

数
日
の
潜
伏
期
間
を
お
い
て
頻
回
の
水

様
便
の
症
状
が
出
ま
す
。
激
し
い
腹
痛
や
血

便
な
ど
重
症
化
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
特

に
乳
幼
児
や
高
齢
者
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
有
毒
植
物
に
注
意
し
ま
し
ょ
う　

山
菜
は

知
っ
て
い
る
も
の
だ
け
を
採
取
し
、
特
に
、

生
え
始
め
の
山
菜
は
有
毒
植
物
と
区
別
が
難

し
い
の
で
慎
重
に
採
取
し
ま
し
ょ
う
。
有
毒

植
物
が
混
ざ
っ
て
い
る
こ
と
も
多
い
の
で
調

理
前
も
十
分
観
察
し
ま
し
ょ
う
。
吐
き
気
や

し
び
れ
等
の
異
常
が
あ
っ
た
ら
残
品
を
持
っ

て
早
急
に
医
療
機
関
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
６
２

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
防
除
に
つ
い
て 

巣
虫
防
除
を
徹
底
し
よ
う
！

▼
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ（
通
称
ア
メ
シ
ロ
）

と
は　

成
虫
は
長
さ
約
１
㎝
で
白
っ
ぽ
い
色
。

老
熟
幼
虫
は
長
さ
約
３
㎝
で
背
と
側
面
の
コ

ブ
か
ら
白
く
長
い
毛
が
生
え
て
い
ま
す
。

▼
生
態　

葉
裏
に
数
百
粒
の
塊
で
卵
を
産
み
、

幼
虫
は
薄
網
状
の
巣
を
作
り
群
生
し
て
食
害

し
ま
す
。
被
害
葉
は
白
く
か
す
り
状
に
な
り

ま
す
が
、
成
長
す
る
と
葉
脈
も
食
べ
る
の
で

丸
坊
主
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

▼
防
除
方
法　

巣
虫
防
除
が
人
と
環
境
に
優

し
く
最
も
効
果
的
な
方
法
で
す
。
巣
で
群
生

す
る
６
月
１
日
〜
13
日
頃
と
７
月
20
日
〜
８

月
12
日
頃
に
、
薄
網
状
の
巣
を
枝
ご
と
切
り

落
と
し
、
幼
虫
を
踏
み
潰
す
か
燃
や
す
ご
み

と
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。
薬
剤
防
除
は
巣
か

ら
出
て
し
ま
っ
た
後
に
行
い
ま
す
。
詳
し
く

は
害
虫
駆
除
業
者
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
ア
メ
シ
ロ
防
除
相
談
室
を
設
置
し
ま
す

■日
６
月
２
日
○月
〜
９
月
26
日
○金
午
前
９
時
〜

午
後
４
時　

■場
・
■問
鶴
岡
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
内
同
相
談
室
☎
25
‐
２
０
９
９

山
林
と
そ
の
周
囲
１
㎞
の
範
囲
内
の
土
地
に 

火
入
れ
を
す
る
と
き
は
市
へ
の
届
出
を

　

市
役
所
本
所
・
各
地
域
庁
舎
及
び
各
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
実
施
地
の
見
取

図
を
添
付
し
て
、
火
入
れ
実
施
の
７
日
前
ま

で
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
火
入
れ

従
事
者
数
や
防
火
帯
の
幅
等
は
、
条
例
で
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
事
前
に
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎

内
線
５
５
９
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
課
へ
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　これまで鶴岡には日本代表の合宿で二度訪れてい
ます。鶴岡は食べ物がおいしいところという印象が
ありますね。差し入れで頂いたとりたての岩ガキや、
小さなナスの漬物を食べて「これは東京では食べら
れないな」と思ったのを覚えています。
　私が子供の頃の遊びといえば野球でした。近所の
友達が集まればすぐに野球で遊び始める。とにかく
遊びの野球は楽しかったですね。私は小学４年生で
野球チームに入りましたが、中学生までは遊びの野
球を楽しみ、高校生から本格的に取り組みました。
指導する方は、子供の野球では余り勝ち負けにこだ
わり過ぎず、遊びの中で投げる・打つ・捕るの感覚
を子供に身に付けさせてほしいですね。何よりも大
切なのは野球を楽しくやることです。
 「これに勝ったら都市対抗の決勝」という社会人野

球の試合で打たれたことは今
でも記憶しています。当時は
できるだけのことをやったの

ですが、今にしてみれば対戦相手のデータや戦術的
な知識等が不足していたように思います。指導者に
なってからは、そういうことで選手が悔いを残すこ
とのないように、事前の準備を心掛けさせました。
　試合でピンチを迎えたときは「逃げるな。自分の
一番いいもので勝負しろ」とアドバイスをしました。
逃げてピンチを脱しても、得るものがなく成長しな
い。だから勝負をさせる。打たれたらまた練習すれ
ばいいんです。投手交代の見極めは難しく、投手の
プライドや次の試合への意欲等を考えて、本人が納
得するタイミングで交代を告げるよう努めましたね。
　現在、私は日本代表のチーム編成に携わっていま
す。当面の目標はアジア大会に向けて、監督の意向
に沿ったよいチームをつくること。そして、それを
次の世代へつないでいくことです。野球界には古い
考え方がまだ残っている部分もあります。発想豊か
な若い方が先頭に立って活躍し、野球界が発展する
ことを願っています。

一般財団法人全日本野球協会業務執行理事。1972年
㈱東芝に入社、社会人野球で投手として活躍。その
後コーチ等を経て、1988年東芝野球部監督に就任。
2000年のシドニーオリンピックでは野球日本代表監
督を務める。鶴岡ドリームスタジアム15周年記念シ
ンポジウムパネリストとして来鶴。広島県出身。

大
お お た が き

田垣 耕
こ う ぞ う

造 さん
大切なのは野球を楽しむこと

シンポジウムの様子（４月19日／東京第一ホテル鶴岡）
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障
害
者
等
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の

マ
ナ
ー
に
疑
問
が
あ
り
ま
す

　
青
色
の
障
害
者
等
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス

に
停
め
た
車
に
は
、
障
害
の
あ
る
方
が

一
人
も
乗
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

   

障
害
の
な
い
方
だ
け
が
乗
る
車
な
ら

ば
、
一
般
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
駐
車
す
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。

                                           

必
要
な
人
が
駐
車
で
き
る
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
山
形
県
で
は
、
身
体
障
害
者
や
歩
行

困
難
な
方
、
妊
産
婦
な
ど
一
定
の
要
件

に
当
て
は
ま
る
方
を
対
象
に
「
身
体
障

が
い
者
等
用
駐
車
施
設
利
用
証
制
度
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
障

害
者
等
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
は
、
次
の

よ
う
な
案
内
表
示
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。     

     

       
      

A

市への意見や質問、広報を読んでの
感想などをお寄せください。
◎送り先　本所総務課
　　　　　☎25‐2111内線316

Q

「身体障がい者等用駐車
施設」案内表示見本



　平成20年に国内の動物園・水族館の最高の栄
誉である「古賀賞」を受賞している加茂水族館。
その立役者の一人の奥泉和也さんは、 「クラゲの
繁殖に取り組み始めた頃、予算はほとんどありま
せんでした。冷蔵庫を改造した恒温箱を手作りす
るなど、手探りの状態でした」と当時を振り返り
ます。
　クラゲに取り組むきっかけは、サンゴ展を開催
したときに、偶然、水槽の中でサカサクラゲを見
付けたことです。最初は何か分からず、他の水族
館から聞いて判明しました。餌を与えるにつれ成
長していく姿を見て、クラゲはとても不思議な魅
力をもった生き物だなと感じ、試しに館内で展示
しました。そうしたら、来館者もとても喜んでい
る様子でクラゲの姿に見とれていたのです。
　クラゲの展示に手応えを感じ、平成10年頃か
ら繁殖に力を入れ始めるのですが試行錯誤の連続
でした。十分な器具がなく、山形大学で顕微鏡を
使わせてもらったり、クラゲに関する情報が少な
く、大学の研究者や他の水族館の飼育員に聞いた

りしたこともあります。また、採取中にクラゲに
刺され入院したことや、繁殖中のクラゲ水槽に猛
毒のクラゲの幼体（ポリプ）が混入し全滅するな
どのピンチもありました。そのような逆境でも皆
で支え合い平成12年に展示種類数12種類で日本
一を達成。その後、クラゲラーメンやクラゲアイ
スなどの食品開発、鶴岡シルク製のクラゲネクタ
イの商品化など話題づくりにも取り組みました。
　また、平成22年にオワンクラゲの研究でノー
ベル化学賞を受賞した下村脩博士が来館したこと
も、大きな話題になりました。うまく光らなかっ
たオワンクラゲも下村博士のアドバイスで光るよ
うになりました。
　こうして、専門家の学術的な助言や、築き上げ
た人的ネットワークを活用してクラゲ繁殖活動に
精力的に取り組み、平成24年にクラゲの展示種
類数でギネス世界記録に認定されます。このこと
は世界の技術者の注目を集めることにもなり、こ
れまでの間、海外から技術取得のため10人以上
の研修員を受け入れてきました。
　新しい水族館では研究スペースを広く設計し、
資器材も効率的に配置するなど研究環境を大幅に
改善しています。「常時50種類以上のクラゲを展
示することは、とても困難なことですが、スタッ
フ全員の念願である “世界一のクラゲ水族館 ”実
現のために挑戦し続けます。そして、市民の皆さ
んが自慢できる水族館になれるよう技術研さんに
励みます」と奥泉さん。その夢と希望に向かって、
日々、クラゲと真っすぐに向き合っています。

隔月連載

鶴岡が誇るものと技
鶴岡発の優れた技術やこだわりの逸品。その魅力や今後の展望を紹介します。

第２回　クラゲの繁殖・展示　～世界が注目する取り組み～

MADE in TSURUOKA

■問合せ／本所観光物産課☎内線545

〈クラゲドリーム館副館長の奥泉和也さん〉
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こ
の
制
度
は
、
公
共
施
設
や
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
駐
車
場
に
お

い
て
、
障
害
者
等
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を

利
用
で
き
る
方
を
明
ら
か
に
す
る
も
の

で
、
利
用
証
を
車
に
表
示
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
不
適
切
な
駐
車
を
抑
制
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

▼
利
用
証
の
交
付
対
象
と
な
る
方

▽
身
体
障
害
者
、
高
齢
者
、
知
的
障
害

者
、
難
病
の
方
の
う
ち
歩
行
困
難
な
方

▽
妊
産
婦
（
妊
娠
7
か
月
〜
産
後
3
か

月
の
期
間
）

▽
け
が
ま
た
は
病
気
に
よ
っ
て
歩
行
困

難
な
方
（
車
椅
子
・
つ
え
等
の
使
用
期

間
）

   

ご
質
問
の
よ
う
に
、
障
害
者
等
用
駐

車
ス
ペ
ー
ス
が
不
適
切
に
利
用
さ
れ
て

し
ま
う
と
、
本
来
利
用
す
る
べ
き
障
害

の
あ
る
方
等
が
利
用
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
駐
車
場
を
み
ん
な
が
安

心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
に

は
、
一
人
ひ
と
り
が
正
し
い
場
所
に
駐

車
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

   

お
互
い
に
マ
ナ
ー
を
守
り
、
思
い
や

り
の
心
で
駐
車
場
を
利
用
す
る
よ
う
に

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　〈
本
所
福
祉
課
〉

「身体障がい者等用駐
車施設」利用証見本



18　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111
　羽黒庁舎☎62‐2111　櫛引庁舎☎57‐2111
　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

催
し

産
直
あ
さ
ひ
・
グ
ー 

山
菜
ま
つ
り

■日
６
月
15
日
○日
ま
で
の
毎
週
土
曜
・
日
曜
日

■内
山
菜
汁
販
売
（
１
杯
１
０
０
円
）　

■問
産

直
あ
さ
ひ
・
グ
ー
☎
58
‐
１
４
５
５

い
で
は
文
化
記
念
館
企
画
展
示 

庄
内
に
残
る
絵
馬（
神
馬
）展

　

羽
黒
山
午
歳
御
縁
年
。
馬
に
託
し
た
信
仰

の
証あ
か

し
で
あ
る
庄
内
の
絵
馬
を
紹
介
し
ま
す
。

■日
６
月
６
日
○金
〜
７
月
30
日
○水
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
30
分
（
火
曜
日
休
館
。
７
月
・
８

月
は
無
休
）　

■費
大
人
…
４
０
０
円　

高
校

生
・
大
学
生
…
３
０
０
円　

小
・
中
学
生
…

２
０
０
円　

■問
同
館
☎
62
‐
４
７
２
７

藤
沢
周
平
記
念
館
企
画
展 

『
風
の
果
て
』の
世
界

 

『
風
の
果
て
』
の
自
筆
原

稿
、
物
語
に
登
場
す
る
農

地
開
墾
に
関
連
し
た
資
料

を
展
示
し
、
作
品
の
魅
力

を
紹
介
し
ま
す
。

■日
６
月
６
日
○金
〜
11
月
４

日
○火
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
30
分
（
水
曜
日
休
館
。
６
月
５
日
○木
は
臨

時
休
館
）　

■費
大
人
…
３
０
０
円　

高
校
生
・

大
学
生
…
２
０
０
円
（
中
学
生
以
下
無
料
）　

■問
同
館
☎
29
‐
１
８
８
０　

■他
10
月
か
ら
大

人
料
金
３
２
０
円
と
な
り
ま
す

▼
館
内
で
朗
読
会
を
開
催
し
ま
す　

■日
６
月

28
日
○土
、
７
月
26
日
○土
、
８
月
23
日
○土
、
９

月
27
日
○土
午
後
５
時
30
分　

■
朗
読　

劇
団

麦
の
会　

■費
入
館
料　

■場
・
■申
同
館

遊
佐
刺
し
子
体
験
教
室

■日
６
月
６
日
○金
・
７
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後

３
時　

■場
・
■申
庄
内
空
港
ビ
ル
☎
０
２
３
４

‐
92
‐
４
１
８
１　

■他
６
月
１
日
○日
〜
14
日

○土
は
庄
内
空
港
３
階
多
目
的
展
示
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
遊
佐
刺
し
子
展
開
催

あ
つ
み
温
泉
ば
ら
園
ま
つ
り

■日
６
月
７
日
○土
〜
30
日
○月
（
15
日
○日
は
フ
ラ

ワ
ー
ア
ー
ト
教
室
、
ば
ら
を
楽
し
む
お
茶
会

を
開
催
）　

■問
あ
つ
み
観
光
協
会
☎
43
‐

３
５
４
７
ま
た
は
温
海
庁
舎
産
業
課
☎
43
‐

４
６
１
７
へ

中
川
代
得
参
ク
ラ
ブ 

ア
ス
パ
ラ
収
穫
体
験

　

山
菜
の
産
直
販
売
も
し
ま
す
。

■日
６
月
７
日
○土
午
前
９
時
（
月
山
高
原
活
性

化
セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■定
先
着
40
人　

■費
５

０
０
円
（
収
穫
し
た
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
７
本
付

き
）　

■申
羽
黒
庁
舎
産
業
課
☎
内
線
１
４
３

道
の
駅
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■日
６
月
８
日
○日
午
前
10
時
（
売
り
切
れ
次
第

終
了
）　

■内
夏
イ
カ
焼
き
無
料
提
供
（
先
着

３
０
０
人
）、イ
カ
汁
販
売
等　

■場
・
■問
道
の

駅
「
あ
つ
み
」
し
ゃ
り
ん
☎
44
‐
３
２
１
１

鶴
岡
室
内
合
奏
団
弦
楽
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

■日
６
月
８
日
○日
午
後
２
時　

■場
鶴
岡
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
天
主
堂　

■費
１
、０
０
０
円

（
中
学
生
以
下
無
料
）　

■問
鶴
岡
楽
器
☎
22
‐

１
３
１
０

国
宝
羽
黒
山
五
重
塔 

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

■日
６
月
14
日
○土
〜
９
月
13
日
○土
日
没
〜
午
後

９
時
30
分　

■
協
力
金　

３
０
０
円
（
中
学

生
以
下
を
除
く
）　

■問
羽
黒
町
観
光
協
会
☎

62
‐
４
７
２
７　

■他
６
月
14
日
○土
は
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト（
点
灯
式
、山
形
Ｄ
Ｃ
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
、
山
形

交
響
楽
団
員
金

管
五
重
奏
等
）。

毎
週
末
イ
ベ
ン

ト
開
催
予
定

庄
内
コ
ン

■日
６
月
14
日
○土
午
後
４
時
（
受
付
は
午
後
３

時
〈G

ood Luck C
afe

〉）　

■場
鶴
岡
銀
座

商
店
街
の
飲
食
店
等　

■対
20
歳
以
上
の
未

婚
の
男
女
各
１
０
０
人
（
同
性
２
人
１
組

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）　

■費
男
性
…
５
、

５
０
０
円　

女
性
…
３
、５
０
０
円
（
当
日

は
各
１
、０
０
０
円
増
し
）　

■申
庄
内
コ
ン
ＨHP

申
込
み
フ
ォ
ー
ム　

■問
グ
ラ
ー
ド
内
「
同
実

行
委
員
会
」
事
務
局
☎
35
‐
０
６
７
３

摩
耶
山
山
開
き
登
山

■日
６
月
15
日
○日
午
前
６
時
30
分
〜
午
後
３
時

（
倉
沢
集
落
公
民
館
そ
ば
摩
耶
山
神
社
集
合
）　

■内
山
開
き
神
事
、
登
山　

■持
昼
食
等　

■問
朝

日
庁
舎
産
業
課
☎
内
線
３
５
２　

■他
下
山
後

に
直
会
あ
り
（
会
費
１
、０
０
０
円
。
当
日

申
込
み
可
）

う
ま
イ
カ
・
干
し
イ
カ
・ 

イ
カ
ま
つ
り

■日
６
月
15
日
○日
午
前
９
時
15
分
〜
午
後
２
時　

■場
鼠
ケ
関
弁
天
島
前
広
場　

■問
あ
つ
み
観
光

協
会
☎
43
‐
３
５
４
７　

■他
念
珠
関
辨
天
太

鼓
演
打
、
生
イ
カ
抽
せ
ん
会
も
あ
り

つ
る
お
か
「
森
の
時
間
」

■日
６
月
15
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

（
市
役
所
本
所
集
合
）　

■場
山
大
農
学
部
附
属

演
習
林　

■対
小
学
生
以
上
先
着
40
人　

■内
木

の
伐
採
見
学
・
体
験
、
演
習
林
散
策
、
木
工

ク
ラ
フ
ト　

■費
大
人
…
１
、０
０
０
円　

高



19 広報つるおか　2014 . 6 ■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　

校
生
以
下
…
５
０
０
円　

■持
昼
食
等　

■申
６

月
11
日
○水
ま
で
本
所
地
域
振
興
課
☎
内
線

５
８
６
へ　

■他
少
雨
決
行
。
雨
天
時
は
内
容

等
を
変
更
す
る
場
合
あ
り

ス
ト
ッ
ク
を
使
っ
て
運
動
効
果
ア
ッ
プ 

国
際
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
in
湯
野
浜

■日
６
月
15
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
湯
野
浜

温
泉
海
岸
コ
ー
ス
（
10
㎞
・
５
㎞
）　

■費
大

人
…
１
、０
０
０
円　

小
学
生
以
下
・
60
歳

以
上
…
５
０
０
円　

■
特
典　

浜
鍋
交
流
会
、

湯
野
浜
温
泉
日
帰
り
入
浴
、
湯
野
浜
温
泉
宿

泊
券
が
当
た
る
抽
せ
ん
会
、
特
製
ピ
ン
バ
ッ

チ
進
呈
、
羽
黒
山
五
重
塔
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
見

学
（
宿
泊
者
特
典
）　

■申
６
月
９
日
○月
ま
で

湯
野
浜
温
泉
観
光
協
会
内
大
会
事
務
局
☎
75

‐
２
２
５
８
ま
た
は
本
所
観
光
物
産
課
☎
内

線
５
６
９
へ　

■他
詳
細
は
同
協
会
ＨHP

緩
和
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
鶴
岡
・
三
川 

ス
ト
ー
マ
患
者
と
家
族
の
会「
ぷ
ち
た
み
」

■日
６
月
21
日
○土
午
前
10
時　

■内
講
話
「
ス

ト
ー
マ
に
つ
い
て
」
大
滝
雅
博
（
荘
内
病
院

小
児
外
科
）、
講
話
「
ス
ト
ー
マ
を
持
っ
て

い
る
方
の
制
度
利
用
に
つ
い
て
」斎
藤
啓（
荘

内
病
院
医
療
相
談
員
）、
悩
み
相
談
、
茶
話

会　

■場
・
■申
６
月
18
日
○水
ま
で
荘
内
病
院
地

域
医
療
連
携
室
☎
26
‐
５
１
８
０
へ

ふ
る
さ
と
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｒ
Ｉ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
１
４

■日
６
月
22
日
○日
午
前
８
時　

■場
鶴
岡
公
園

■定
２
５
０
人　

■内
美
化
運
動
（
桜
の
木
に
お

礼
肥
え
）、
健
康
推
進
運
動
（
ヨ
ガ
教
室
・

太
極
拳
教
室
）　

■申
６
月
12
日
○木
ま
で
鶴
岡

青
年
会
議
所
☎
22
‐
５
０
９
０
へ　

■他
詳
細

は
同
会
議
所
ＨHP

写
真
家 

斎
藤
政
広
氏
と
歩
く「
六
十

里
越
街
道
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
撮
影
会
」

■日
６
月
22
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
月

山
あ
さ
ひ
博
物
村
集
合
）　

■場
花
ノ
木
坂
↓

笹
小
屋
跡
↓
湯
殿
山
料
金
所
前　

■定
先
着
20

人　

■費
３
、５
０
０
円
（
昼
食
代
含
む
）　

■持

カ
メ
ラ
等　

■申
６
月
12
日
○木
ま
で
同
博
物
村

☎
53
‐
３
４
１
１
へ

い
の
ち
の
コ
ン
サ
ー
ト 

森
と
水
そ
し
て
月
光
の
し
ら
べ

■日
６
月
22
日
○日
午
後
１
時　

■場
月
山
ダ
ム
月

光
の
ひ
ろ
ば
野
外
ス
テ
ー
ジ
（
雨
天
時
は
朝

日
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）　

■内
第
１
部
…
小

林
祐
子
氏
「
こ
ど
も
う
た
あ
そ
び
」　

第
２

部
…
朝
暘
二
小
ス
ク
ー
ル
バ
ン
ド
、
鶴
岡
放

送
児
童
合
唱
団
、
鶴
岡
東
高
校
吹
奏
楽
部
、

高
橋
麻
子
氏
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
）　

第
３
部
…

八
神
純
子
コ
ン
サ
ー
ト　

■費
２
、０
０
０
円

（
中
学
生
以
下
無
料
）　

■問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
森

と
水
」
☎
25
‐
４
６
１
８

邦
楽
邦
舞
合
同
公
演 

芸
能
の
つ
ど
い

■日
６
月
22
日
○日
午
後
１
時　

■場
温
海
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー　

■
出
演
団
体　

鶴

岡
観
世
流
同
好
会
（
謡

曲
）、
琴
古
流
尺
八
鶴
岡

竹
友
会
（
尺
八
）、
藤
靜

会
（
日
本
舞
踊
）、
宝
生

流
鶴
岡
五
雲
会
（
謡
曲
）、
日
本
九
重
流
鶴

城
清
吟
会
（
吟
詠
）、
荘
内
竹
道
会
（
尺
八
）、

錦
心
流
琵
琶
全
国
一
水
会
鶴
岡
支
部
（
琵

琶
）、
鶴
岡
楽
謡
会
（
謡
曲
）、
念
珠
関
辨
天

太
鼓
（
ゲ
ス
ト
）　

■問
社
会
教
育
課
（
櫛
引

庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
７

ワ
ラ
ビ
ポ
ッ
ト
苗
栽
培
研
修
会

■日
６
月
22
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
八
森
山

ス
キ
ー
場　

■定
先
着
20
人　

■内
ワ
ラ
ビ
ポ
ッ

ト
苗
栽
培
実
習
、
ポ
ッ
ト
苗
の
親
株
作
り

■申
６
月
18
日
○水
ま
で
庄
内
総
合
支
庁
森
林
整

備
課
☎
66
‐
５
５
３
７
へ

新
緑
の
六
十
里
越
街
道 

ト
レ
ッ
キ
ン
グ

■日
６
月
23
日
○月
午
前
８
時
40
分
〜
午
後
３
時

（
産
直
あ
さ
ひ
・
グ
ー
集
合
）　

■場
湯
殿
山
神

社
↓
花
ノ
木
坂（
約
６
㎞
）　

■定
先
着
20
人　

■持
昼
食
等　

■申
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
森
と
水
」（
相

馬
）☎
０
９
０
‐
９
７
４
２
‐
７
４
４
０

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
・
学
生 

庄
内
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

■日
６
月
27
日
○金
午
後
１
時　

■場
い
ろ
り
火
の

里
「
な
の
花
ホ
ー
ル
」（
三
川
町
）　

■対
Ｕ
Ｉ

Ｊ
タ
ー
ン
希
望
者
、
大
学･

短
大
・
高
専
・

専
門
学
校
・
能
力
開
発
専
門
校
の
来
年
３
月

卒
業
予
定
者
及
び
平
成
24
年
３
月
以
降
の
卒

業
者　

■内
就
職
希
望
者
と
企
業
採
用
担
当
者

の
個
別
面
談
（
庄
内
地
域
に
就
業
場
所
を
有

す
る
企
業
50
社
参
加
予
定
）　

■問
庄
内
総
合

支
庁
産
業
経
済
企
画
課
☎
66
‐
５
４
８
９

庄
内
医
療
生
活
協
同
組
合 

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

■日
６
月
28
日
○土
午
前
８
時　

■場
大
山
下
池
周

辺　

■申
同
組
合
組
織
部
☎
22
‐
５
７
６
９

六
十
里
越
街
道
ト
レ
ッ
キ
ン
グ 

青
空
説

法
と
あ
さ
ひ
む
ら
ス
イ
ー
ツ
を
楽
し
む

■日
６
月
28
日
○土
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時

（
月
山
あ
さ
ひ
博
物
村
集
合
）　

■場
庚
申
塔
↓

皇
壇
ノ
杉（
大
日
坊
住
職
に
よ
る
青
空
説
法
）

↓
塞
ノ
神
峠
↓
柳
清
水
（
約
５
㎞
）　

■定
先

着
25
人　

■費
２
、７
０
０
円
（
昼
食
代
含
む
）　

■申
６
月
18
日
○水
ま
で
、
あ
さ
ひ
む
ら
観
光
協

会
☎
53
‐
３
４
１
１
へ

Ｓ
Ｌ
「
山
形
Ｄ
Ｃ
架
け
橋
号
」

が
庄
内
平
野
を
走
り
ま
す
！

■日
あ
つ
み
温
泉
駅
…
６
月
28
日
○土
午
後
２
時

18
分
、
29
日
○日
午
後
０
時
14
分　

鶴
岡
駅
…

28
日
○土
午
後
３
時
32
分
、
29
日
○日
午
前
11
時　

■問
び
ゅ
う
プ
ラ
ザ
酒
田
駅
☎
０
２
３
４
‐
23

‐
７
７
１
７　

■他
到
着
時
刻
等
は
運
行
状
況

に
よ
っ
て
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
Ｓ

Ｌ
を
撮
影
す
る
方
は
沿
線
地
区
住
民
の
迷
惑

に
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

鶴
岡
南
高
校
鶴
翔
同
窓
会 

創
立
１
２
６
周
年
記
念
講
演
会

■日
７
月
１
日
○火
午
後
２
時　

■場
同
校
鶴
翔
会

館
ホ
ー
ル　

■内「
武
道
に
つ
い
て
私
が
語
る

こ
と
」
佐
藤
伸
一
郎
氏
（
拓
殖
大
学
柔
道
部

監
督
）　

■問
同
会
事
務
局
（
佐
藤
）

庄
内
酒
ま
つ
り
２
０
１
４ 

〜
や
ま
が
た
芳
醇
〜

■日
７
月
19
日
○土
午
後
２
時
〜
７
時
、
20
日
○日

午
前
11
時
〜
午
後
４
時　

■場
鶴
岡
駅
前
米
倉

庫
（
Ｊ
Ａ
全
農
山
形
鶴
岡
倉
庫
）　

■内
地
酒

試
飲
・
販
売　

■費
１
日
券
…
１
、５
０
０
円　
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２
日
通
し
券
…
２
、５
０
０
円
（
当
日
は
各

５
０
０
円
増
し
）　

■申
本
所
食
文
化
推
進
室

☎
内
線
５
２
７　

■他
チ
ケ
ッ
ト
は
イ
ー
プ
ラ

ス
、
ス
マ
ー
ト
イ
ー
プ
ラ
ス
で
の
購
入
も
可

能
。
ど
ち
ら
も
会
員
登
録
が
必
要
で
す

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
で
健
康
に 

エ
イ
ト
会
体
験
会

■日
６
月
８
日
○日
・
18
日
○水
午
後
１
時
30
分

■場
美
原
町
公
民
館　

■持
内
ズ
ッ
ク　

■問
山
形

県
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
協
会
庄
内
鶴
岡
支
部
（
高

橋
）ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム 

利
用
資
格
講
習
会

▼
小
真
木
原
総
合

体
育
館
（
☎
25
‐

８
１
３
１
）　

■日

６
月
９
日
○月
午
後

６
時
30
分

▼
藤
島
体
育
館
（
☎
64
‐
２
１
４
３
）　

■日

６
月
３
日
○火
午
後
２
時
、
６
日
○金
午
後
７
時
、

11
日
○水
午
後
７
時
、
12
日
○木
午
後
２
時
、
18

日
○水
午
後
２
時
・
７
時
、
27
日
○金
午
後
２
時
・

７
時
（
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
講
習
会　

■日

６
月
４
日
○水
・
20
日
○金
午
後
７
時
）

▼
羽
黒
体
育
館
（
☎
62
‐
４
７
８
９
）　

■日

６
月
12
日
○木
午
後
７
時　

▼
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
☎
57
‐
４
３

１
１
）　

■日
毎
週
火
曜
日
午
後
２
時
30
分
、

毎
週
金
曜
日
午
後
７
時

▼
共
通　

■対
中
学
生
以
上　

■費
３
０
０
円　
　

■他
要
予
約
。
利
用
資
格
証
は
４
施
設
共
通

高
齢
者
の
た
め
の
健
康
づ
く
り
教
室 

元
気
も
り
も
り
健
康
教
室《
た
け
の
こ
コ
ー
ス
②
》

■日
６
月
17
日
○火
午
後
１
時　

■場
総
合
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥
ふ
る
）　

■対
健
康
づ

く
り
・
介
護
予
防
に
興
味
の
あ
る
方
先
着
30

人　

■内
講
話
「
し
っ
か
り
か
め
る
と
人
生
豊

か
に
」
土
田
千
里
氏
（
歯
科
衛
生
士
）、
講

話
「
若
さ
と
元
気
を
保
つ
食
生
活
」
管
理
栄

養
士
、
脳
ト
レ
、
筋
ト
レ
等　

■申
６
月
10
日

○火
ま
で
鶴
岡
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎

25
‐
２
１
１
１
内
線
５
３
６
へ

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー「
に
こ
♥

ふ
る
」 

軽
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
利
用
資
格
講
習
会

■日
６
月
19
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■対
18
歳
以

上（
高
校
生
を
除
く
）の
方
先
着
30
人　

■費

２
０
０
円　

■申
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎

内
線
３
７
０　

■他
市
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

利
用
資
格
証
を
お
持
ち
の
方
は
受
講
免
除
で

す
が
別
途
手
続
き
が
必
要

て
く
て
く
健
康「
里
山
あ
る
き
」

▼
さ
く
ら
ん
ぼ
の
里
を
あ
る
く　

■日
６
月
29

日
○日
午
前
８
時
30
分
（
送
迎
バ
ス
市
役
所
本

所
発
〈
要
予
約
〉）　

■場
西
片
屋
東
南
地
域

内
（
約
８
㎞
）　

■定
先
着
１
０
０
人　

■費
１
、

０
０
０
円
（
現
地
集
合
〈
午
前
９
時
・
櫛
引

南
小
学
校
〉
の
場
合
は
９
０
０
円)　

■持
軽

食
、
コ
ッ
プ
、
お
わ
ん
、
箸
等　

■申
６
月
12

日
○木
〜
20
日
○金

▼
古
の
六
十
里
越
街
道
を
行
く　

■日
７
月
５

日
○土
午
前
８
時（
送
迎
バ
ス
市
役
所
本
所
発
）

■場
注
連
寺
↓
十
王
峠
↓
追
分
石
↓
松
根
↓
朝

日
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
約
８
㎞
）　

■対
起

伏
の
あ
る
コ
ー
ス
を
歩
く
こ
と
が
で
き
る
体

力
に
自
信
の
あ
る
方
先
着
１
０
０
人　

■費
１
、

０
０
０
円　

■持
軽
食
、
コ
ッ
プ
、
お
わ
ん
、

箸
等　

■申
６
月
19
日
○木
〜
26
日
○木　

■他
現
地

集
合
不
可

▼
庄
内
空
港
と
日
本
海
沿
岸
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

■日
７
月
６
日
○日
午
前
８
時
（
送
迎
バ
ス
市
役

所
本
所
発
）　

■場
庄
内
空
港
キ
ャ
ン
プ
場
↓

空
港
周
辺
↓
浜
中
↓
日
本
海
沿
岸
↓
湯
野
浜

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
約
11
㎞
）　

■定

先
着
１
０
０
人　

■費
１
、０
０
０
円　

■持

コ
ッ
プ
、
お
わ
ん
、
箸
等　

■申
６
月
20
日
○金

〜
26
日
○木　

■他
現
地

集
合
不
可

▼
共
通　

■費
中
学
生

以
下
５
０
０
円　

■申

ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐

８
１
３
１　

■他
小
学

生
以
下
は
保
護
者
同

伴
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ビ
ン
ゴ
対
象
事
業

ふ
じ
し
ま
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

▼
親
子
ス
ポ
ー
ツ
元
気
塾
「
親
子
で
フ
ラ
ダ

ン
ス
」　

■日
毎
週
木
曜
日
午
後
７
時
15
分
〜

８
時
15
分　

■費
親
子
２
、５
０
０
円
（
子
供

５
０
０
円
）

▼
親
子
ス
ポ
ー
ツ
元
気
塾「
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
」

■日
毎
週
木
曜
日
午
後
７
時
15
分
〜
８
時
30
分　

■費
親
子
２
、０
０
０
円（
子
供
１
、０
０
０
円
）

▼
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ　

■日
６
月
５
日
○木
・

19
日
○木
・
26
日
○木
午
後
７
時
15
分
〜
８
時
15

分　

■費
３
、５
０
０
円　

▼
共
通　

■場
藤
島
体
育
館　

■申
同
ク
ラ
ブ
☎

64
‐
２
１
４
３　

空
手
教
室
会
員
募
集

■日
・
■場
火
曜
・
木
曜
日
（
朝
暘
二
小
体
育
館
）、

水
曜
日
（
鶴
岡
五
中
武
道
館
）、土
曜
日
（
友

江
道
場
）、
月
曜
日
ま
た
は
金
曜
日
（
朝
暘

武
道
館
）　

■時
午
後
６
時
30
分
〜
８
時　

■対

５
才
〜
大
人　

■費
月
額
３
、０
０
０
円
（
別

途
入
団
費
、
保
険
料
必
要
）　

■申
会
場
で
受

付　

■問
阿
部

極
真
カ
ラ
テ
体
験
会

■日
６
月
の
毎
週
木
曜
日
午
後
７
時
〜
８
時
30

分
（
全
４
回
）　

■場
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
楽

以
歩　

■対
幼
児
〜
60
歳
代　

■申
上
田　

■他
ＨHP

「
極
真
田
畑
道
場
鶴
岡
東
」　

鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
参
加
者
募
集

■日
７
月
４
日
○金
〜
９
月
26
日
○金
午
後
７
時
〜

９
時
（
全
10
回
）　

■場
小
真
木
原
総
合
体

育
館　

■定
20
人　

■費
中
学
生
以
上
…
８
、

０
０
０
円　

小
学
生
以
下
…
５
、０
０
０
円　

■持
内
ズ
ッ
ク
、
ラ
ケ
ッ
ト
（
貸
出
し
あ
り
）　

■申
同
ク
ラ
ブ
☎
25
‐
８
１
３
１

一
般
財
団
法
人
「
鶴
岡
水
泳

育
成
協
会
」
受
講
生
募
集

▼
水
遊
び
８
回
コ
ー
ス　

■日
７
月
12
日
・

19
日
・
26
日
、
８
月
２
日
・
16
日
・
23
日
・

30
日
、
９
月
６
日
の
土
曜
日
午
前
９
時
45

分
〜
10
時
45
分
（
全
８
回
）　

■対
年
長
児
〜

小
学
２
年
生　

■費
８
、０
０
０
円

▼
親
子
水
泳
教
室　

■日
７
月
12
日
・
19
日
・
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26
日
、
８
月
２
日
・
９
日
の
土
曜
日
午
前
11

時
〜
11
時
45
分
（
全
５
回
）　

■対
１
歳
〜
３

歳
児
と
そ
の
保
護
者　

■費
５
、０
０
０
円

▼
共
通　

■場
市
民
プ
ー
ル　

■申
同
協
会
☎
22

‐
０
０
７
４　

■他
詳
細
は
同
協
会
ＨHP

子
育
て
・
子
供
向
け

鶴
岡
高
等
養
護
学
校 

学
校
公
開

■日
６
月
11
日
○水
午
前
９
時
〜
午
後
２
時
50
分　

■対
特
別
支
援
教
育
や
同
校
教
育
に
関
心
の
あ

る
方
ま
た
は
地
域
の
方　

■内
施
設
見
学
、
授

業
参
観　

■問
同
校
☎
22
‐
０
５
８
１　

■他
詳

細
は
同
校
ＨHP

ま
ん
ま
ル
ー
ム
６
月
の
講
座

■日
６
月
12
日
○木
午
前
10
時
30
分　

■内「
乳
歯

を
大
切
に
」
澤
田
正
佐
子
氏
（
歯
科
医
師
）　

■場
・
■問
ま
ん
ま
ル
ー
ム
☎
24
‐
５
６
３
５

東
部
保
育
園 

親
子
で
保
育
園
体
験

■日
６
月
14
日
○土
午
前
９
時
30
分　

■対
離
乳
食

を
終
了
し
た
満
１
歳
〜
３
歳
の
未
就
園
児
と

そ
の
保
護
者
先
着
８
組　

■費
１
組
２
５
０
円

■場
・
■申
６
月
９
日
○月
ま
で
同
園
☎
22
‐
２
１

４
２
へ子

ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
部
屋　

■日
６
月
17
日
○火

午
前
10
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
市
内
在
住

で
平
成
26
年
１
月
・
２
月
生
ま
れ
の
未
就
園

児
と
そ
の
保
護
者
、
初
め

て
出
産
を
迎
え
る
妊
婦　

■内
赤
ち
ゃ
ん
と
の
触
れ

合
い
遊
び
、
お
茶
タ
イ
ム　

■持
バ
ス
タ
オ
ル　

■申
６
月

13
日
○金
ま
で

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
広
場　

■日

６
月
19
日
○木
午
前
10
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
市
内
在
住
で
平
成
25
年
６
月
〜
12
月
生
ま

れ
の
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者　

■内
お
も

ち
ゃ
作
り
、
赤
ち
ゃ
ん
と
の
触
れ
合
い
遊
び　

■持
バ
ス
タ
オ
ル　

■申
６
月
16
日
○月
ま
で

▼
あ
そ
び
の
広
場
・
夏　

■日
７
月
11
日
○金
午

前
10
時　

■場
朝
暘
武
道
館　

■対
未
就
園
児
と

そ
の
保
護
者
１
２
０
組　

■内
大
型
遊
具
遊
び
、

親
子
触
れ
合
い
遊
び
、
お
も
ち
ゃ
作
り

▼
共
通　

■申
同
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
25
‐
２
７
４
１

西
部
児
童
館

▼
小
学
生
行
事
②
体
を
使
っ
て
遊
ぼ
う　

■日

６
月
21
日
○土
午
後
２
時　

■場
同
館　

■対
小
学

生　

■内
風
船
リ
レ
ー
、
風
船
バ
レ
ー　

■申
６

月
９
日
○月
〜
18
日
○水

▼
子
ど
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
室　

■日
７
月
５

日
○土
午
後
２
時　

■場
同
館　

■対
小
・
中
学
生

と
そ
の
保
護
者　

■内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い

て
学
ぶ　

■申
６
月
16
日
○月
〜
７
月
５
日
○土

▼
パ
パ
と
あ
そ
ぼ
う
①
三
浦
先
生
と
お
も

い
っ
き
り
体
を
う
ご
か
そ
う
！　

■日
７
月
６

日
○日
午
前
10
時　

■場
第
六
学
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー　

■対
幼
児
〜
小
学
生
と

そ
の
保
護
者
25
組　

■内
親
子
で
楽
し
め
る
運

動
遊
び　

■師
三
浦
利
由
喜
氏
（
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
「
ト
ラ
イ
」
代
表
）　

■申
６
月
９
日
○月

〜
20
日
○金

▼
共
通　

■申
同
館
☎
29
‐
０
０
３
１

中
央
児
童
館 

ひ
ろ
っ
ぴ
あ

▼
ま
ゆ
玉
ク
ラ
フ
ト
に
挑
戦
し
よ
う
〜
鶴
岡

シ
ル
ク
の
魅
力
を
満
喫　

■日
６
月
21
日
○土
午

後
２
時　

■場
同
館　

■対
小
学
生
と
そ
の
保
護

者
先
着
30
人
（
小
学
生
の
み
の
参
加
も
可
）

■費
１
人
２
０
０
円　

■師
石
堂
佳
美
氏
（
く
ら

ふ
と
松
ケ
岡
）　

■申
６
月
14
日
○土
ま
で

▼
森
の
ご
っ
つ
お
！
「
な
め
こ
de
食
育
!!
」

■日
７
月
５
日
○土
、
10
月
26
日
○日
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
（
全
２
回
。
同
館
集
合
）　

■場
タ

キ
タ
ロ
ウ
館
、
大
鳥
地
区
の
ブ
ナ
の
森　

■対

小
学
生
20
人　

■内
７
月
…
な
め
こ
の
駒
打
ち

体
験
、
森
林
散
策
、
川
遊
び
等　

10
月
…
な

め
こ
の
収
穫
、
栗
拾
い
等　

■費
各
回
１
人
１

０
０
円　

■申
６
月
１
日
○日
〜
13
日
○金

▼
こ
ん
に
ち
は
！
赤
ち
ゃ
ん　

■日
７
月
６
日

○日
午
前
10
時　

■場
同
館　

■対
中
学
生
・
高
校

生
15
人　

■内
命
の
学
び
、
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の

母
親
と
の
触
れ
合
い
交
流　

■申
６
月
10
日
○火

〜
30
日
○月

▼
命
の
重
み
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
「
赤
ち
ゃ

ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
募
集　

■日
７
月
６
日
○日

午
前
10
時
50
分　

■場
同
館　

■対
生
後
12
か
月

ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者
10
組　

■内

中
学
生
・
高
校
生
と
の
触
れ
合
い
交
流　

■申

６
月
10
日
○火
〜
30
日
○月

▼
共
通　

■申
同
館
☎
24
‐
４
６
０
８

鶴
岡
養
護
学
校 

学
校
見
学
会

■日
６
月
24
日
○火
午
前
９
時
45
分　

■対
知
的
発

達
に
遅
れ
の
あ
る
幼
児
・
児
童
・
生
徒
の
保

護
者
、特
別
支
援
学
校
に
関
心
の
あ
る
教
育
・

福
祉
・
医
療
機
関
等
関
係
者　

■内
概
要
説
明
、

授
業
参
観
、
施
設
見
学　

■申
６
月
10
日
○火
ま

で
同
校
☎
24
‐
５
９
９
５
へ

小
学
生
集
ま
れ
!! 

運
動
っ
て
楽
し

い
ね 

ト
ッ
チ
先
生
と
遊
ぼ
う
！

■日
７
月
５
日
○土
午
後
２
時　

■場
朝
暘
一
小

■対
小
学
生
50
人　

■内
身
近
に
あ
る
物
等
を

使
っ
て
の
運
動
遊
び　

■師
三
浦
利
由
喜
氏

（
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
ト
ラ
イ
」
代
表
）　

■申

南
部
児
童
館
☎
64
‐
１
９
０
０

妊
娠
し
た
ら
…
パ
パ
マ
マ
教
室

■日
７
月
８
日
○火
午
後
６
時
30
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■定
先
着
25
組　

■内
夫
婦
で
体
験
…
赤

ち
ゃ
ん
の
心
音
を
聞
い
て
み
よ
う
、
妊
婦
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
お
風
呂
に
入
れ
て
み
よ

う　

講
話
…
妊
娠
中
か
ら
の
心
掛
け
（
産
婦

人
科
医
師
）　

■持
母
子
健
康
手
帳　

■申
健
康

課
☎
内
線
３
７
３

に
こ
に
こ
相
談
（
就
学
相
談
）

　

心
身
の
障
害
や
発
達
の
遅
れ
が
み
ら
れ
る

お
子
さ
ん
の
就
学
に
つ
い
て
教
育
関
係
者
が

相
談
を
受
け
ま
す
。

■日
７
月
25
日
○金　

■場
鶴
岡
養
護
学
校　

■対
就

学
前
の
子
供
と
そ
の
保
護
者　

■申
６
月
30
日

○月
ま
で
学
校
教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐

４
８
６
５
へ

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム 

カ
ラ

フ
ル
☆
パ
ス
タ
皿
を
作
ろ
う
！

■日
７
月
27
日
○日
、８
月
16
日
○土
午
前
10
時（
全
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２
回
）　

■対
市
内
の
小
学
３
年
〜
６
年
生
先

着
16
人　

■師
太
田
金
子
氏（
陶
芸
家
）　

■費
１
、

３
０
０
円　

■申
６
月
17
日
○火
〜
７
月
15
日
○火

に
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０
へ

未
就
園
児
対
象 

私
立
幼
稚
園
の
開
放
事
業

▼
城
南
幼
稚
園
☎
24
‐
７
１
６
４　

わ
く
わ

く
♥
ル
ー
ム
…
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
若
葉
幼
稚
園
☎
22
‐
２
２
３
７　

オ
ー
プ

ン
キ
ン
ダ
ー
…
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
マ
リ
ア
幼
稚
園
☎
22
‐
５
８
３
１　

ベ

ビ
ー
・
め
ば
え
・
ふ
た
ば
の
お
へ
や
、
あ
そ

び
の
会
…
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
和
光
幼
稚
園
☎
22
‐
８
８
３
５　

お
ひ
さ

ま
広
場
…
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
み
ど
り
幼
稚
園
☎
23
‐
２
３
５
０　

み
ど

り
の
広
場
…
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
鶴
岡
幼
稚
園
☎
22
‐
０
６
５
８　

ひ
よ
こ

の
会
・
み
に
ぴ
よ
…
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
い
な
ば
幼
稚
園
☎
64
‐
２
３
１
０　

り
ん

ご
ク
ラ
ブ
…
午
前
９
時
〜
10
時
30
分

▼
大
宝
幼
稚
園
☎
22
‐
１
８
８
３　

に
こ
に

こ
ひ
ろ
ば
…
午
前
10
時
〜
正
午

▼
共
通　

■他
各
お
遊
び
会
は
月
に
１
〜
５
回

開
催
。
期
日
・
内
容
等
、
詳
し
く
は
各
園
へ

施
設
の
催
し
等

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
編
物
サ
ー
ク
ル　

■日
６
月
３
日
○火
・
６
日

○金
・
10
日
○火
・
20
日
○金
・
24
日
○火
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
２
時
30
分

▼
楽
焼　

■日
６
月
３
日
○火
〜
５
日
○木
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
２
時　

■師
白
旗
繁
氏

▼
絵
て
が
み　

■日
６
月
４
日
○水
・
11
日
○水
午

前
10
時
〜
正
午　

■師
菅
原
和
子
氏

▼
健
康
相
談　

■日
６
月
５
日
○木
・
19
日
○木
・

26
日
○木
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分　

■師
舩

見
敬
造
氏

▼
ヨ
ー
ガ　

■日
６
月
24
日
○火
午
後
１
時
30
分

〜
２
時
30
分　

■師
山
中
克
子
氏

▼
共
通　

■場
・
■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐

０
０
６
６

創
造
の
森
交
流
館

▼
デ
ジ
カ
メ
自
由
学

校
「
交
流
学
習
会
」

■日
６
月
７
日
○土
、
７

月
５
日
○土
、
８
月
２

日
○土
午
前
９
時
30
分　

■場
同
館　

■持
デ
ジ
タ

ル
カ
メ
ラ

▼
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会

「
新
緑
と
野
鳥
の
声
」　

■日
６
月
14
日
○土
午
前

10
時
（
同
館
集
合
）　

■場
玉
川
堤
周
辺
（
３

〜
５
㎞
）　

■師
阿
部
安
夫
氏
（
日
本
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
協
会
公
認
指
導
員
）　

■他
飛
び
入
り

も
可

▼
無
添
加
ハ
ー
ブ
石
鹸
手
作
り
体
験　

■日
６

月
21
日
○土
午
前
９
時
30
分　

■場
同
館　

■定
先

着
25
人　

■費
３
０
０
円

▼
共
通　

■申
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５

自
然
学
習
交
流
館
ほ
と
り
あ

▼
都
沢
湿
地
保
全
管
理
イ
ベ
ン
ト　

■日
・
■内

６
月
７
日
○土
午
前
９
時
「
親
水
水
路
の
草
刈

り
作
業
」、
14
日
○土
午
前
９
時
「
早
期
外
来

植
物
駆
除
」

▼
里
地
里
山
学　

■日
・
■内
①
６
月
８
日
○日
午

後
５
時
30
分
「
特
別
編
・
外
来
淡
水
ガ
メ
の

現
状
」
片
岡
友
美
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
生
態
工

房
）　

②
20
日
○金
午
後
７
時
「
飛
島
の
里
海

か
ら
み
た
庄
内
」
岸
本
誠
司
氏
（
と
び
し
ま

漁
村
文
化
研
究
会
代
表
）　

③
７
月
４
日
○金

午
後
７
時
「
ブ
ナ
の
種
子
は
な
ぜ
全
然
な
ら

な
い
年
が
あ
る
の
だ
ろ
う
」
小
山
浩
正
氏

（
山
大
農
学
部
教
授
）　

■定
先
着
30
人　

■費

５
０
０
円　

■申
①
６
月
６
日
○金
ま
で
、
②
18

日
○水
ま
で
、
③
７
月
２
日
○水
ま
で
同
館
へ

▼
企
画
展
示
「
愛
鳥
週
間
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
入
賞
作
品
巡
回
展
」　

■日
６
月
11
日

○水
〜
30
日
○月

▼
共
通　

■場
・
■問
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３

松
ケ
岡
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ま
つ

▼
佐
藤
公
平
黒
陶
展　

■日
６
月
７
日
○土
〜
15

日
○日

▼
麻
生
哲
郎
旅
の
ス
ケ
ッ
チ
展　

■日
６
月
17

日
○火
〜
26
日
○木

▼
佐
久
間
友
志
陶
展　

■日
６
月
28
日
○土
〜
７

月
６
日
○日

▼
共
通　

■問
松
岡
物
産
☎
62
‐
４
２
９
５

致
道
博
物
館

▼
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
特

別
展
「
国
宝
太
刀
銘
信
房
作
と
国
宝
太
刀

銘
真
光
」　

■日
６
月
14
日
○土
〜
７
月
17
日
○木　

■内
国
宝
太
刀
二
振
や
重
文
短
刀
・
甲
冑
等
文

化
財
指
定
の
史
資
料
を
中
心
に
展
示

▼
白
土
会
展　

■日
７
月
19
日
○土
〜
29
日
○火　

■内
新
庄
市
を
中
心
と
す
る
美
術
団
体
、
絵
・

版
画
・
彫
刻
等
の
出
品

▼
共
通　

■時
午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

■費
大

人
…
７
０
０
円　

学
生
…
３
８
０
円　

小
・

中
学
生
…
２
８
０
円
（
常
設
展
示
・
庭
園
の

観
覧
も
含
む
）　

■問
同
館
☎
22
‐
１
１
９
９

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
桑
の
木
台
湿
原
観
察
会　

■日
６
月
15
日
○日

午
前
７
時
〜
午
後
４
時
（
庄
内
総
合
支
庁
集

合
）　

■定
先
着
25
人　

■費
２
、０
０
０
円　

■持

昼
食
等　

■申
６
月
11
日
○水
ま
で

▼
月
山
を
外
来
植
物
か
ら
守
ろ
う
パ
ー
ト
Ⅰ

■日
６
月
22
日
○日
午
前
６
時
30
分
〜
午
後
５
時

30
分
（
同
セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■場
月
山
八
合

目
↓
月
山
山
頂
↓
姥
沢
（
西
川
町
）　

■定
先

着
20
人　

■費
１
、５
０
０
円　

■持
昼
食
等　

■申
６
月
18
日
○水
ま
で

▼
月
山
を
外
来
植
物
か
ら
守
ろ
う
パ
ー
ト
Ⅱ

（
ゆ
っ
た
り
編
）　

■日
６
月
26
日
○木
午
前
８
時

〜
27
日
○金
午
後
２
時
30
分
（
同
セ
ン
タ
ー
集

合
。
１
泊
２
日
）　

■場
月
山
八
合
目
↓
月
山

山
頂
↓
月
山
八
合
目　

■定
先
着
20
人　

■費
７
、

５
０
０
円
（
３
食
付
き
）　

■持
昼
食
等　

■申

６
月
18
日
○水
ま
で

▼
月
山
ク
ロ
ユ
リ
観
察
会　

■日
６
月
29
日
○日

午
前
７
時
〜
午
後
４
時
（
小
真
木
原
公
園

中
央
駐
車
場
集
合
）　

■場
月
山
八
合
目
↓
月

山
山
頂
↓
姥
沢
（
西
川
町
）　

■定
先
着
25
人　

■費
２
、５
０
０
円　

■持
昼
食
等　

■申
６
月
25

日
○水
ま
で

▼
ホ
タ
ル
観
察
会
と
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト　

■日
７
月
５
日
○土
午
後
７
時
（
同
セ
ン
タ
ー
集

合
）　

■場
荒
沢
寺
周
辺

▼
共
通　

■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
４
３
２
１　

■他
荒
天
時
中
止
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講
座
・
講
習
会

鶴
岡
致
道
大
学 

第
一
講
（
公
開
講
座
）

■日
６
月
14
日
○土
午
後
２
時
30
分　

■場
先
端
研

究
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー　

■内「
人
間
に
と
っ

て
科
学
と
は
？
〜
大
事
な
の
は
科
学
よ
り
人

間
〜
」
中
村
桂
子
氏
（
Ｊ
Ｔ
生
命
誌
研
究
館

館
長
）　

■申
本
所
地
域
振
興
課
内
「
鶴
岡
総

合
研
究
所
」
事
務
局
☎
内
線
５
８
６
（
致
道

大
学
受
講
生
は
申
込
み
不
要
）

ア
グ
リ
21
パ
ソ
コ
ン
講
座 

農
業
簿
記
初
心
者
向
け
講
座

■日
６
月
17
日
○火
・
19
日
○木
午
後
７
時
〜
９
時

（
全
２
回
）　

■場
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー　

■定
10

人　

■費
２
、０
０
０
円
（
別
途
テ
キ
ス
ト
代

２
、８
０
０
円
必
要
）　

■申
６
月
13
日
○金
ま
で

Ｊ
Ａ
鶴
岡
農
業
支
援
室
☎
29
‐
０
４
５
５
へ

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
展
示
道
具
の
使
い
方
講
習
会　

■日
６
月
21

日
○土
午
後
２
時　

■対
同
館
を
展
示
に
利
用
し

て
い
る
ま
た
は
利
用
し
よ
う
と
考
え
て
い
る

個
人
・
団
体　

■申
６
月
３
日
○火
〜
20
日
○金

▼
陶
芸
講
座
「
土
を
つ
く
ろ
う
」　

■日
７
月

15
日
・
29
日
、
８
月
５
日
・
19
日
・
26
日
、

９
月
２
日
の
火
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午
（
全

６
回
）　

■対
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通

学
し
て
い
る
高
校
生
以
上
の
方
先
着
16
人　

■師
中
村
秀
和
氏
（
陶
芸
家
）　

■費
４
、０
０
０

円　

■申
６
月
４
日
○水
〜
７
月
８
日
○火

▼
胡
蝶
の
木
で
Ｍ
Ｙ
ス
プ
ー
ン
づ
く
り　

■日

７
月
18
日
○金
・
25
日
○金
、
８
月
１
日
○金
午
後

７
時
〜
９
時
（
全
３
回
）　

■対
市
内
に
在
住

ま
た
は
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
高
校
生
以
上

の
方
先
着
16
人　

■師
佐
野
正
裕
氏
（
木
工
）　

■費
３
、０
０
０
円　

■申
６
月
４
日
○水
〜
７
月

８
日
○火

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
産
業
人
材
育
成
事
業 

職
業
能
力
開
発
講
座

▼
機
械
加
工
技
能
検
定
準
備
講
座
（
学
科
）

■日
７
月
３
日
〜
17
日
の
毎
週
月
曜
・
木
曜

日
午
後
６
時
45
分
〜
８
時
45
分
（
全
５
回
）　

■定
15
人　

■費
４
、２
０
０
円

▼
職
場
リ
ー
ダ
ー
研
修　

■日
７
月
８
日
○火
・

９
日
○水
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
全
２
回
）

■定
20
人　

■費
１
万
２
、０
０
０
円

▼
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
研
修　

■日
７
月
24
日
○木
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分　

■定
15
人

■費
５
、０
０
０
円

▼
共
通　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐
２
２

０
０　

■他
詳
細
は
同
セ
ン
タ
ー
ＨHP

55
歳
か
ら
の
就
職
支
援 

緑
地
管
理
講
習
会

■日
７
月
16
日
○水
〜
29
日
○火
（
全
９
回
）　

■場　

市
内　

■対
55
歳
以
上
の
求
職
者
15
人　

■内　

庭
木
の
せ
ん
定
、
刈
払
い
機
で
の
草
刈
作
業

（
刈
払
い
機
取
扱
い
作
業
者
安
全
衛
生
教
育
）　

■申
７
月
２
日
○水
ま
で
鶴
岡
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
４
４
３
６
へ

中
央
公
民
館
短
期
青
年
講
座 

朝
ヨ
ガ
＆
ベ
ジ
タ
ブ
ル
ラ
ン
チ

■日
７
月
５
日
○土
午
前
９
時
〜
午
後
１
時　

■場

中
央
公
民
館
女
性
セ
ン
タ
ー　

■対
市
内
に
在

住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
18
歳
〜
40
歳
く
ら

い
の
方
先
着
15
人　

■内
ヨ
ガ
の
後
、
講
師
が

作
っ
た
ラ
ン
チ
を
食
べ
る　

■師
五
十
嵐
ま
ゆ

み
氏
（
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）、
海
藤

道
子
氏（
食
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）　

■費
１
、

８
０
０
円　

■申
６
月
４
日
○水
〜
25
日
○水
に
中

央
公
民
館
☎
25
‐
１
０
５
０
へ

中
央
公
民
館
女
性
セ
ン
タ
ー
短
期
講
座 

パ
テ
ィ
シ
エ
直
伝 

夏
の
ス
イ
ー
ツ
作
り

■日
７
月
16
日
○水
午
後
６
時
30
分　

■対
市
内
、

三
川
町
、
庄
内
町
に
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て

い
る
方
先
着
24
人　

■師
丸
山
孝
一
氏
（
パ

テ
ィ
ス
リ
ー
・
オ
ー
ボ
ナ
ク
イ
ユ
）　

■費
１
、

７
０
０
円　

■場
・
■申
６
月
４
日
○水
〜
25
日
○水

に
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
２
３
４
０
へ

狩
猟
免
許
講
習
会
・
試
験

▼
初
心
者
講
習
会　

■日
７
月
24
日
○木　

■費
４
、

０
０
０
円　

■申
７
月
18
日
○金
ま
で
山
形
県
猟

友
会
☎
０
２
３
‐
６
２
４
‐
０
３
８
２
へ

▼
試
験　

■日
９
月
７
日
○日　

■申
７
月
22
日
○火

〜
８
月
８
日
○金
に
山
形
県
み
ど
り
自
然
課
☎

０
２
３
‐
６
３
０
‐
２
２
０
８
へ　

■他
第
一

種
銃
猟
免
許
を
新
た
に
取
得
す
る
方
へ
の
補

助
制
度
に
つ
い
て
は
、
本
所
農
政
課
☎
内
線

５
５
６
へ

募
集

「
油
戸
魚
の
森
」
づ
く
り 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

■日
７
月
５
日
○土
午
前
８
時
〜
10
時
（
油
戸
漁

港
南
側
駐
車
場
集
合
）　

■内
下
刈
り
等　

■申

６
月
27
日
○金
ま
で
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎

内
線
５
１
７
へ　

■他
小
雨
決
行

自
衛
官
等
採
用
試
験 

自
衛
官
等
採
用
制
度
説
明
会

▼
採
用
試
験　

■
募
集
種
目　

自
衛
官
候
補

生
（
男
子
・
一
般
）　

■
試
験
日　

７
月
６

日
○日　

■
受
付
期
間　

６
月
30
日
○月
ま
で

▼
採
用
制
度
説
明
会　

■日
７
月
１
日
○火
午
後

１
時
〜
７
時
、
６
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
５

時　

■場
鶴
岡
合
同
庁
舎　

■他
開
催
日
以
外
で

希
望
す
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

▼
共
通　

■問
自
衛
隊
山
形
地
方
協
力
本
部
鶴

岡
出
張
所
☎
22
‐
０
４
６
６

農
繁
期
に
楽
し
く
農
業
で 

働
い
て
み
ま
せ
ん
か

　

農
繁
期
に
人
手
を
必
要
と
す
る
農
家
に
、

求
職
者
を
紹
介
し
ま
す
。
求
人
・
求
職
と
も

に
、年
度
ご
と
の
登
録
（
無
料
）
が
必
要
で
す
。

■問
Ｊ
Ａ
鶴
岡
農
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
☎

29
‐
０
４
５
５
ま
た
は
Ｊ
Ａ
庄
内
た
が
わ
農

業
ヘ
ル
パ
ー
セ
ン
タ
ー
☎
64
‐
３
７
２
５
へ

県
営
住
宅
６
月
募
集

■
募
集
住
宅　

美
原
３
号
…
３
Ｄ
Ｋ
・
１
戸　

茅
原
２
号
…
４
Ｄ
Ｋ
・
１
戸　

末
広
２
号
…

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・
１
戸　

■申
６
月
５
日
○木
〜
11
日

○水
に
県
営
住
宅
指
定
管
理
者
西
王
不
動
産
☎

66
‐
３
２
１
０
へ　

■他
抽
せ
ん
会
は
６
月
20

日
○金
。
入
居
時
期
は
８
月
上
旬

鶴
岡
響
友
会
吹
奏
楽
団 

団
員
募
集

■日
水
曜
日
午
後
７
時
〜
９
時
30
分
、
土
曜
日
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午
後
６
時
〜
９
時
30
分　

■問
大
沼　

■他
同
会

ＨHP

相
談
・
そ
の
他

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟 

弁
護
士
に
よ
る

東
北
一
斉
無
料
電
話
相
談

■日
６
月
７
日
○土
・
８
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後

４
時　

■
相
談
電
話　

☎
０
２
２
‐
２
６
７

‐
４
３
５
１　

■問
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
東
北
弁
護

団
事
務
局
☎
０
２
２
‐
２
６
６
‐
４
６
６
４

鶴
岡
市
水
防
訓
練 

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

■日
６
月
14
日
○土
午
前
11
時
30
分
〜
午
後
５
時　

■場
羽
黒
橋
〜
三
川
橋
の
赤
川
右
岸
（
羽
黒
地

域
側
）
河
川
管
理
道
路　

■問
消
防
本
部
警
防

課
☎
22
‐
８
３
２
０

女
性
の
た
め
の 

全
国
一
斉
労
働
相
談

■日
６
月
10
日
○火
・
11
日
○水
午
前
10
時
〜
午
後

７
時　

■内
職
場
の
パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
、

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
解
雇
、
賃

金
カ
ッ
ト
、
未
払
い
賃
金
、
休
暇
等
、
労
働

に
関
す
る
相
談　

■
相
談
電
話　

連
合
山
形

☎
０
１
２
０
‐
１
５
４
‐
０
５
２

「
母
狩
〜
金
峯
」
登
山
道 

草
刈
り
に
つ
い
て

　

６
月
16
日
○月
〜
20
日
○金
に
登
山
道
の
草
刈

り
を
し
ま
す
。
入
山
は
で
き
ま
す
が
、
作
業

の
た
め
道
幅
が
狭
く
な
り
ま
す
。
ご
不
便
を

お
掛
け
し
ま
す
が
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
☎
25
‐

８
１
３
１

弁
護
士
に
よ
る
住
ま
い
に 

関
す
る
無
料
法
律
相
談

■日
６
月
19
日
○木
午
後
１
時
30
分
〜
４
時　

■場

庄
内
総
合
支
庁　

■定
先
着
４
人　

■申
県
営
住

宅
指
定
管
理
者
西
王
不
動
産
☎
66
‐
３
２
１

０
図
書
館
藤
島
分
館
の 

臨
時
休
館

　

蔵
書
点
検
の
た
め
６
月
27
日
○金
は
休
館
し

ま
す
。
そ
の
他
の
図
書
館
（
本
館
・
分
館
）

は
通
常
開
館
で
す
。

■問
同
分
館
☎
64
‐
２
５
３
７

赤
十
字
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

日
赤
鶴
岡
市
地
区
で
は
毎
年
６
月
を
「
社

員
増
強
運
動
月
間
」
と
し
て
、
特
に
社
員
加

入
と
社
費
の
増
収
に
向
け
て
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
期
間
中
、
地
域
の
協
賛
委
員
や
隣
組

長
が
訪
問
し
ま
す
の
で
、
日
本
赤
十
字
社
の

趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、
任
意
で
社
員
加
入
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
本
所
福
祉
課

☎
内
線
１
３
８
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福

祉
課
へ
。

国
道
７
号
・
１
１
２
号
の 

一
部
が
県
道
に
な
り
ま
し
た

　

鶴
岡
北
改
良
の
開
通
に
伴
い
、
４
月
か
ら
、

▽
市
内
播
磨
字
小
瀬
京
田
地
内
〜
文
下
字
沼

田
地
内　

▽
市
内
宝
田
二
丁
目
地
内
〜
文
下

字
広
野
地
内
の
区
間
が
県
道
と
し
て
管
理
さ

れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
庄
内
総
合
支
庁
建

設
総
務
課
☎
66
‐
５
５
７
９
へ
。

出
羽
庄
内
国
際
村 

使
用
料
改
定
の
お
知
ら
せ

■日
７
月
１
日
○火
利
用
分
か
ら　

■問
本
所
政
策

企
画
課
☎
内
線
５
２
８　

■他
詳
細
は
市
ＨHP

「
政
策
企
画
課
」。
冷
暖
房
設
備
使
用
料
に
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん

ふ
る
さ
と
奨
学
ロ
ー
ン

■対
高
校
・
専
門
学
校
・
大
学
等
の
授
業
料
、

家
賃
、
仕
送
り
資
金
等　

■
利
率　

年
２
・

５
〜
３
・
６
５
％
（
保
証
料
込
み
。
在
学
中

は
元
金
返
済
の
据
置
き
可
〈
最
長
６
年
〉）　

■
限
度
額　

１
、０
０
０
万
円　

■
返
済
期

間　

10
年
以
内
（
元
金
返
済
据
置
期
間
の
返

済
期
間
を
含
む
）　

■問
東
北
労
働
金
庫
鶴
岡

支
店
☎
22
‐
３
１
４
７　

■他
ロ
ー
ン
対
象
の

本
人
・
親
族
が
、
卒
業
後
県
内
に
就
職
ま
た

は
就
業
し
た
場
合
は
、
そ
れ
以
降
の
利
子
に

対
し
て
、
元
金
３
０
０
万
円
を
限
度
に
、
年

２
・
０
％
の
利
子
相
当
分
が
公
益
財
団
法
人

山
形
県
勤
労
者
育
成
教
育
基
金
協
会
か
ら
補

給
さ
れ
ま
す

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
の

経
営
者
の
皆
さ
ん
へ

　

中
小
企
業
庁
・
金
融
庁
主
導
の
下
、「
経

営
者
保
証
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が
策

定
さ
れ
ま
し
た
。
法
人
と
個
人
の
資
産
・
経

理
が
明
確
に
分
離
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い

て
個
人
保
証
な
し
で
金
融
機
関
か
ら
融
資
を

受
け
た
り
、
多
額
の
個
人
保
証
を
行
っ
て
い

て
も
、
経
営
が
行
き
詰
ま
る
前
に
、
早
目
の

事
業
再
生
や
廃
業
を
決
断
し
た
際
に
一
定
の

生
活
費
等
を
残
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る

ル
ー
ル
が
で
き
ま
し
た
。
金
融
機
関
と
相
談

し
た
い
方
等
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
詳

し
く
は
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
東
北
本
部

☎
０
２
２
‐
７
１
６
‐
１
７
５
１
へ
。

加
茂
港
の
漂
着
枯
葉
を
活
用
し
て
み
ま

せ
ん
か
（
作
業
ヤ
ー
ド
一
般
開
放
中
）

　

加
茂
港
に
漂
着
し
た
枯
葉
を
脱
水
・
脱
塩

し
、
ふ
る
い
分
け
で
異
物
を
除
去
し
た
状
態

の
も
の
を
無
料
提
供
し
て
い
ま
す
。
園
芸
、

花
壇
作
り
等
に
活
用
で
き
ま
す
。
ト
ラ
ッ
ク

等
へ
の
積
込
み
を
希
望
す
る
方
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
山
形
県
港
湾
事
務
所
☎

０
２
３
４
‐
26
‐
５
６
３
７
へ
。

総
務
省
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

６
月
１
日
○日
〜
10
日
○火
は
「
電
波
利
用
環

境
保
護
周
知
啓
発
強
化
月
間
」
で
す
。
電
波

は
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
正
し
く
使
い
ま
し
ょ

う
。
電
波
の
混
信
・
妨
害
に
つ
い
て
の
問
合

せ
は
総
務
省
東
北
総
合
通
信
局
☎
０
２
２
‐

２
２
１
‐
０
６
４
１
へ
。

労
働
保
険
料（
労
災
保
険
と
雇
用
保
険
）の

申
告
・
納
付
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

　

申
告
・
納
付
期
限
は
７
月
10
日
○木
で
す
。

手
続
き
が
ま
だ
の
事
業
主
は
、金
融
機
関（
日

本
銀
行
歳
入
代
理
店
に
限
る
）
ま
た
は
労
働

基
準
監
督
署
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
告
書
集
合
受
付　

■日
７
月
８
日
○火
〜
10

日
○木
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時　

■場
庄
内

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー　

■問
山
形
労
働
局
☎
０

２
３
‐
６
２
４
‐
８
２
２
５　

■他
申
告
書
作

成
で
不
明
な
点
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎
０
１

２
０
‐
９
９
５
‐
９
８
６
へ
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　山頂では庄内平野や日本海、朝日連峰、越後平野
のパノラマが楽しめる摩耶山（標高1,019m）。登
山口は朝日地域の倉沢口、温海地域の越沢口と関川
口にありますが、私たちの活動の拠点は倉沢口の登
山道です。会は40年ほど前に地区全世帯を会員と
して設立されました。現在は、会長の亀井聡さんを
中心に、地区の全35世帯で取り組んでいます。
　主な活動の一つは、毎年６月第３日曜日の山開き
に向けた登山道の整備です。６月上旬に倒木の撤去
や、鎖やはしごの取付けを行うなど登山道の安全点
検は欠かせません。山開き当日は地区住民が総参加
で草刈りをしながら登山します。その頃は山頂付近

で、ヒメサユリなどの高山植物の見事な群生を見る
ことができます。また下山後は、参加者全員で朝日
産の食材を楽しみながら交流する場もあり、それを
心待ちに毎年訪れてくれる方もいます。
　この他にも会では、定期的な草刈りや柵などの修
繕、注意看板の設置や登山情報の提供なども行って
います。倉沢口の登山道は大正６年に開かれたもの
で、３年後に100年目の節目を迎えます。摩耶山登
山を多くの人に楽しんでもらえるよう、これからも
地区を挙げて取り組んでいきたいと思いますし、登
山される方も十分な装備と体調を万全にして、摩耶
山の自然や歴史に触れてもらいたいです。

　仕事や趣味など、様々な分野で目標
に向かって、生き生きと輝いている市
民の皆さんを紹介していきます。

摩耶山登山の安全を支える

摩耶山観光協会　（朝日・倉沢）

　山形県名勝に指定されている摩耶山。岩肌をあら
わにした険しい山容や、変化に富む登山コースは多
くの登山者を魅了しています。その登山者の安全を
支える活動に取り組む「摩耶山観光協会」。６月15
日○日に行われる摩耶山倉沢口の山開きに向けて準備
を進めます。

盆
栽
愛
好
会
「
さ
つ
き
展
」

■日
６
月
６
日
○金
〜
８
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
８
日
は
午
後

４
時
ま
で
）　

■場
遊
佐
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

■問
遊
佐
地
域
づ

く
り
協
議
会
☎
０
２
３
４
‐
72
‐
２
１
２
０

初
夏
の
風
物
詩 

あ
ま
る
め
植
木
金
魚
ま
つ
り

■日
６
月
６
日
○金
〜
８
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
７
時
30
分
（
７
日
・

８
日
は
午
後
８
時
ま
で
）　

■場
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
「
ア
ピ

ア
」
南
側
駐
車
場　

■問
庄
内
町
観
光
協
会
☎
０
２
３
４
‐
42
‐

２
９
２
２花

の
能
‐
羽
州
庄
内
松
山
城
薪
能
‐

■日
６
月
14
日
○土
午
後
５
時
30
分　

■場
松
山
歴
史
公
園
（
雨
天
時

は
松
山
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）　

■
演
目　

狂
言
「
千
鳥
」、

能
「
大
江
山
」　

■費
前
売
り
券
…
１
、５
０
０
円　

当
日
券
…
１
、

７
０
０
円
（
呈
茶
付
き
）　

■問
酒
田
市
松
山
総
合
支
所
地
域
振
興

課
☎
０
２
３
４
‐
62
‐
２
６
１
１　

■他
呈
茶
は
午
後
３
時
〜
５

時
、
琴
の
演
奏
・
詩
吟
は
午
後
５
時

希
望
い
っ
ぱ
い
コ
ン
サ
ー
ト

　

酒
田
市
民
会
館
「
希
望
ホ
ー
ル
」
が
平
成
16
年
に
開
館
し
た
こ

と
を
記
念
し
ス
タ
ー
ト
し
た
、
市
民
手
づ
く
り
の
コ
ン
サ
ー
ト
。

舞
踊
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ダ
ン
ス
な
ど
、
誰
で
も
楽
し
め
る
内
容
で
す
。

■日
６
月
22
日
○日
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分　

■場
・
■
チ

ケ
ッ
ト
販
売　

同
ホ
ー
ル　

■費
前
売
り
券
…
５
０
０
円　

当
日
券

…
６
０
０
円
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
付
き
、
全
席
自
由
）　

■問
酒
田
市
文

化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
０
２
３
４
‐
26
‐
５
７
７
８



広
報
つ
る
お
か　

平
成
26
年
６
月
号

【 

平
成
26
年
６
月
１
日
発
行 

】

環
境
に
配
慮
し
古
紙
再
生
紙
と
植

物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等

総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215

教育相談（体罰その他教育全般）
教育委員会学校教育課☎57‐4864

月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00〃　　（障がいのある子の就学）

〃　　（青少年の健全育成） 青少年育成センター☎0120‐783‐748

〃　　（不登校・いじめ・発達等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15高 齢 者 に 関 す る 相 談 鶴岡市地域包括支援センター☎29‐4180

障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794

今月の各種相談窓口開設日　６/５～７/４
内 容 問 合 せ 相 談 日 時・会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎内線158 10日○火14：00～16：00・市役所本所

藤島庁舎総務企画課☎内線214 27日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター

羽黒庁舎総務企画課☎内線227 17日○火13：30～15：30・羽黒福祉センター

櫛引庁舎総務企画課☎内線213 ７月２日○水10：00～12：00・産直あぐり

朝日庁舎総務企画課☎内線410 17日○火13：30～15：30・朝日山村開発センター

温海庁舎総務企画課☎内線312 16日○月13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談（ 司 法 書 士 ） 本所市民課☎内線158 19日○木14：00～16：00・市役所本所

交 通 事 故 相 談（ 弁 護 士 ） 本所市民課☎内線158 27日○金13：00～15：30・市役所本所

休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 14日○土9：30～16：00（要予約）・同事務所

休 日 診 療　　■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00～11：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：30～16：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ③ 18：00～20：30
　　　　　　＜上記以外の月曜～土曜日＞  ④ 19：00～21：30
　・診療科　内科、小児科、外科（②のみ）
　　　　　　※小児科は、①のみ専門医が診察します。

●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：00～15：00

献血（６月分）
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課（にこ♥ふる）☎内線363

月　日 受付時間 会　場
６．３○火 9：30～11：30 出羽商工会本所

〃 13：30～15：30 ＪＡ庄内たがわ本所
４○水 9：30～12：00 温海温泉林業センター
〃 13：30～15：30 　　　　 〃
13○金 〃 鶴岡協立病院
14○土 10：00～11：30 鶴岡協同の家こぴあ
〃 13：00～16：00 　　　　〃
26○木 10：00～11：30 ベルナール鶴岡

編集・発行／鶴岡市総務部総務課

鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒997‐8601

（メールアドレス）
（ホームページ）
（窓口受付時間）

〒999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
http://www.city.tsuruoka.lg.jp
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

《人口と世帯》（平成26年４月30日現在）
　住民基本台帳人口合計：133,840 人
　　 （男：63,710 人、女：70,130 人）
　世帯数：48,355 世帯
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